
本社前（左から古谷社長、柴戸頭取）

■会社概要
創業：1935年／設立：1964年／所在地：山口県宇部市／資本金：
3億円／従業員：330名／事業内容：建設事業、鉄構事業、機械事
業、ソフトウェア業／事業拠点：（本社･工場）山口県宇部市、（営業
所）東京都中央区・沖縄県那覇市
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石
炭
で
起
業
し
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に

創
業
80
周
年
を
迎
え
、20
年
後
の
2
0
3
5
年
に

1
0
0
周
年
を
輝
か
し
く
迎
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。多
様
化
・
高
度
化
・
国
際
化
時
代
に
、成
長
し
進

化
す
る
た
め
に
は
、今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
、時
代
に

適
応
し
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。関
係

会
社
を
含
め
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、新
光
産
業

グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
挑
戦
と
革
新
で
次

代
を
切
り
拓
く
覚
悟
で
す
。

製
造
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、海
外
進
出
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
３
）物
体
の
表
面
ま
た
は
内
面
に
、定
着
可
能
な
物
質
・
物
体

を
比
較
的
厚
く
覆
う
表
面
処
理
の
こ
と

（
※
４
）フ
ッ
素
樹
脂
粉
末
を
中
に
入
れ
、炉
内
で
2
軸
＋
ア
ル
フ
ァ

方
向
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
焼
成
し
、皮
膜
を
形
成
さ
せ
る

加
工
法

　
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
は
建
設
事
業
部
か

ら
電
気
・
電
子
部
門
を
独
立
さ
せ
て
E
I
C
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を
設
け
ま
し
た
。E
I
C
を
駆
使

し
、機
械
設
備
系
、制
御
シ
ス
テ
ム
系
、監
視
シ
ス
テ

ム
系
、各
種
保
守
な
ど
の
分
野
で
、官
民
向
け
、中
小

プ
ラ
ン
ト
の
主
に
ニ
ッ
チ
な
市
場
を
開
拓
し
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
企
画
開
発
部
門
は
、地
元
の
大
学
、高
専
と
の
産

学
連
携
で
、マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
や
分
析
装

置
、半
導
体
測
定
装
置
用
の
チ
タ
ン
や
ス
テ
ン
レ
ス

製
チ
ャ
ン
バ
ー（
真
空
容
器
）な
ど
を
開
発
し
、新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。併
せ
て
熟
練
の
技

術
の
若
い
世
代
へ
の
継
承
、営
業
や
現
場
で
の
女
性

の
活
躍
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
は
、硫
酸
や
塩
酸
な
ど
薬
品
を

扱
う
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
、耐
蝕
性
に
優
れ
た
機

械
や
部
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
す
。耐
薬

品
、耐
熱
、低
摩
擦
、非
粘
着
な
ど
の
機
能
を
持
つ

フ
ッ
素
樹
脂
を
ラ
イ
ニ
ン
グ（
※
３
）す
る
ロ
ト
フ
ロ
ン

（
※
４
）の
製
法
特
許
を
取
得
し
、国
内
最
大
の
大
型

焼
成
炉
で
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
を
施
し
て
い
ま
す
。従

来
の
工
法
で
は
継
ぎ
目
か
ら
剥
が
れ
や
す
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
で
、

そ
の
欠
点
が
補
わ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ト
フ
ロ
ン
加
工
は
、薬
品
業
界
の
溶
解
槽
や
配

管
部
品
、環
境
関
連
企
業
の
廃
液
処
理
槽
な
ど
、多

く
の
機
器
に
施
工
可
能
で
す
。ま
た
、貨
物
船
な
ど

が
空
荷
の
時
に
積
み
込
み
寄
港
先
で
捨
て
る
バ
ラ
ス

ト
水
は
、国
際
条
約
で
環
境
基
準
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、薬
品
に
よ
る
殺
菌
な
ど
で
傷
ま
な
い
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
の
製
造
を
目
指
す
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
我
が
社
の

施
工
を
指
名
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
は
、我
が
社
の
営
業
担
当
が

お
客
様
へ
起
動
時
間
の
短
縮
や
省
エ
ネ
な
ど
の
提

案
を
行
い
、独
自
開
発
し
た
製
品
で
す
。大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
の
中
国
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
工
場
な
ど
の

1.国内最大のロトフロン焼成機／2.ロトフロン焼成
機の見学風景／3.ロトフロン加工した製品／4.鉄
構部門の実績：バケット付クラブトロリー式橋形ク
レーン／5.土木部門の実績：山口宇部空港誘導
路・駐車場工事／6.建設部門の実績：ウインズ小郡 
新築工事／7.工場見学時、製品を手に記念撮影

古谷社長

組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
１
）1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）に
成
立
し
た
臨
時
石
炭
鉱
業

管
理
法
を
巡
る
政
争
。炭
鉱
の
一
時
国
有
化
に
よ
り
戦
後

復
興
を
図
ろ
う
と
し
た

（
※
２
）電
気（Electricity

）、計
装（Instrum

entation

）、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（C
om
puter

）の
略

　
建
設
事
業
部
は
、建
築・土
木
の
2
部
門
が
、官
公

庁
や
民
間
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
高
い
技
術
で
応
え
て

い
ま
す
。山
口
県
を
中
心
に
中
国・九
州・沖
縄
地
区

へ
と
範
囲
を
広
げ
、大
学
や
医
療
セ
ン
タ
ー
、空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
、病
院
、事
務
所
、マ
ン
シ
ョ
ン
、ホ
テ
ル
、

工
場
、倉
庫
、農
舎
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
建
築
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
部
門
は
、炭
鉱
時
代
か
ら
の
実
績
を
通
じ

て
、大
小
あ
ら
ゆ
る
工
事
に
対
応
す
る
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。大
型
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
建
設
、下
水

道
や
宅
地・農
地
造
成
、旧
橋
撤
去
、さ
ら
に
民
間
駐

車
場
や
道
路
の
舗
装
な
ど
、確
実
な
施
工
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
、現
在
は
維
持

管
理・補
修
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
な
時
代
に

　
産
業
用
ク
レ
ー
ン
は
、バ
ケ
ッ
ト
付
き
橋
形
ク

レ
ー
ン
や
天
井
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
手
が
け
る
な
ど
、

総
合
技
術
で
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に「
ジ
ャ
ス
ト・フ
ィ
ッ

ト
」す
る
高
品
質
製
品
を
提
供
し
、国
内
外
の
大
手

メ
ー
カ
ー
か
ら
、1
0
0
t
ク
ラ
ス
の
大
型
ク
レ
ー

ン
を
受
注
す
る
な
ど
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。多

く
は
官
公
庁
か
ら
の
公
共
工
事
で
す
が
、民
間
企
業

か
ら
の
受
注
も
多
く
、予
算
が
限
ら
れ
た
案
件
に
は

我
が
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、よ
り
安
価

で
よ
り
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
機
械
事
業
部
は
、タ
ン
ク
や
熱
交
換
器
な
ど
製
缶

品
か
ら
配
管
、建
材
部
品
ま
で
幅
広
い
製
品
群
を
製

造
し
て
い
ま
す
。近
年
は
、フ
ッ
素
樹
脂
の
加
工
も
手

が
け
、基
材
加
工
と
樹
脂
加
工
を
併
せ
持
つ
プ
ラ
ン

ト
向
け
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、全
国
規
模
の
営
業

を
展
開
し
、さ
ら
に
、殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
で
食
品・医

療
分
野
に
も
進
出
し
、業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る

高
圧
ガ
ス
、圧
力
容
器
と
と
も
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
1
9
3
5
年（
昭
和
10
年
）に
、創
業

者
・
古
谷
博
美
が
宇
部
で
石
炭
採
掘（
中
沖
之
山
炭

鉱
）を
手
が
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。後
に
古
谷
鉱

業
株
式
会
社
と
な
り
、経
営
す
る
炭
鉱
は
山
口
、福

岡
、長
崎
に
展
開
し
て
20
を
超
え
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、戦
災
復
興
の
困
難
、炭
鉱
国
家
管
理
問

題（
※
１
）な
ど
の
風
雪
に
耐
え
つ
つ
も
、石
炭
か
ら
石

油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
お
い
て
は
、先
を
見
据
え

て
い
ち
早
く
事
業
の
転
換
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
光
産
業
株
式
会
社
は
、終
戦
直
後
か
ら
立
ち
上

げ
て
い
た
機
械
部
門（
新
光
製
作
所
）や
、鉄
筋
棒
鋼

製
造
工
場（
宇
部
新
光
製
鋼
所
）な
ど
、古
谷
鉱
業

の
地
上
部
門
を
分
離
し
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39

年
）に
設
立
し
ま
し
た
。

　
創
業
40
周
年
の
1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）を
境

に
石
炭
の
時
代
は
終
わ
り
、現
在
の
建
設
、鉄
構
、機

械
の
各
事
業
部
、E
I
C（
※
２
）ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

を
築
き
、建
設
業
と
製
造
業
を
併
せ
持
つ
総
合
企
業

と
し
て
発
展
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
是
に
も
あ
る「
技
術
と
信
用
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

培
っ
た
技
術
を
活
か
し
新
し
い
事
業
に
果
敢
に
取
り

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
技
術
を
ど
う
提
供
で
き

る
か
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
技
術
と
信
頼
は
こ
こ
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
鉄
構
事
業
部
は
、橋
梁
、水
門
、除
塵
機
、農
業
集

落
排
水
な
ど
の
鋼
構
造
物
に
つ
い
て
、開
発
は
も
と

よ
り
、技
術
提
案
、設
計
、製
作
、現
地
据
付
、検
査

ま
で
一
貫
し
た
技
術
を
確
立
し
、公
共
工
事
を
中
心

に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

高
い
技
術
で
地
域
か
ら
全
国
へ
展
開

ト
ー
タ
ル
技
術
と
高
品
質
製
品
を
提
供

フ
ッ
素
樹
脂
加
工
な
ど
幅
広
い
製
品
群

石
炭
か
ら
先
を
見
据
え
て
事
業
転
換
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ま
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を
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迎
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設
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種
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な
ど
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分
野
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向
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小

プ
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の
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に
ニ
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な
市
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開
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客
様

の
ニ
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ま
す
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企
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開
発
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専
と
の
産

学
連
携
で
、マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
や
分
析
装

置
、半
導
体
測
定
装
置
用
の
チ
タ
ン
や
ス
テ
ン
レ
ス

製
チ
ャ
ン
バ
ー（
真
空
容
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発
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な
取
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組
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を
進
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ま
す
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熟
練
の
技

術
の
若
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世
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へ
の
継
承
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業
や
現
場
で
の
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性

の
活
躍
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
は
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酸
や
塩
酸
な
ど
薬
品
を

扱
う
化
学
プ
ラ
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ト
な
ど
で
、耐
蝕
性
に
優
れ
た
機

械
や
部
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
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で
す
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熱
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摩
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着
な
ど
の
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能
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持
つ

フ
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樹
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※
３
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（
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４
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製
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取
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大
型

焼
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で
シ
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ス
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を
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ま
す
。従

来
の
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が
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や
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い
と
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が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
シ
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ス
加
工
で
、

そ
の
欠
点
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補
わ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ト
フ
ロ
ン
加
工
は
、薬
品
業
界
の
溶
解
槽
や
配

管
部
品
、環
境
関
連
企
業
の
廃
液
処
理
槽
な
ど
、多

く
の
機
器
に
施
工
可
能
で
す
。ま
た
、貨
物
船
な
ど

が
空
荷
の
時
に
積
み
込
み
寄
港
先
で
捨
て
る
バ
ラ
ス

ト
水
は
、国
際
条
約
で
環
境
基
準
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、薬
品
に
よ
る
殺
菌
な
ど
で
傷
ま
な
い
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
の
製
造
を
目
指
す
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
我
が
社
の

施
工
を
指
名
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
は
、我
が
社
の
営
業
担
当
が

お
客
様
へ
起
動
時
間
の
短
縮
や
省
エ
ネ
な
ど
の
提

案
を
行
い
、独
自
開
発
し
た
製
品
で
す
。大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
の
中
国
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
工
場
な
ど
の

1.国内最大のロトフロン焼成機／2.ロトフロン焼成
機の見学風景／3.ロトフロン加工した製品／4.鉄
構部門の実績：バケット付クラブトロリー式橋形ク
レーン／5.土木部門の実績：山口宇部空港誘導
路・駐車場工事／6.建設部門の実績：ウインズ小郡 
新築工事／7.工場見学時、製品を手に記念撮影

古谷社長

組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
１
）1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）に
成
立
し
た
臨
時
石
炭
鉱
業

管
理
法
を
巡
る
政
争
。炭
鉱
の
一
時
国
有
化
に
よ
り
戦
後

復
興
を
図
ろ
う
と
し
た

（
※
２
）電
気（Electricity

）、計
装（Instrum

entation

）、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（C

om
puter

）の
略

　
建
設
事
業
部
は
、建
築・土
木
の
2
部
門
が
、官
公

庁
や
民
間
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
高
い
技
術
で
応
え
て

い
ま
す
。山
口
県
を
中
心
に
中
国・九
州・沖
縄
地
区

へ
と
範
囲
を
広
げ
、大
学
や
医
療
セ
ン
タ
ー
、空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
、病
院
、事
務
所
、マ
ン
シ
ョ
ン
、ホ
テ
ル
、

工
場
、倉
庫
、農
舎
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
建
築
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
部
門
は
、炭
鉱
時
代
か
ら
の
実
績
を
通
じ

て
、大
小
あ
ら
ゆ
る
工
事
に
対
応
す
る
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。大
型
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
建
設
、下
水

道
や
宅
地・農
地
造
成
、旧
橋
撤
去
、さ
ら
に
民
間
駐

車
場
や
道
路
の
舗
装
な
ど
、確
実
な
施
工
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
、現
在
は
維
持

管
理・補
修
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
な
時
代
に

　
産
業
用
ク
レ
ー
ン
は
、バ
ケ
ッ
ト
付
き
橋
形
ク

レ
ー
ン
や
天
井
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
手
が
け
る
な
ど
、

総
合
技
術
で
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に「
ジ
ャ
ス
ト・フ
ィ
ッ

ト
」す
る
高
品
質
製
品
を
提
供
し
、国
内
外
の
大
手

メ
ー
カ
ー
か
ら
、1
0
0
t
ク
ラ
ス
の
大
型
ク
レ
ー

ン
を
受
注
す
る
な
ど
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。多

く
は
官
公
庁
か
ら
の
公
共
工
事
で
す
が
、民
間
企
業

か
ら
の
受
注
も
多
く
、予
算
が
限
ら
れ
た
案
件
に
は

我
が
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、よ
り
安
価

で
よ
り
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
機
械
事
業
部
は
、タ
ン
ク
や
熱
交
換
器
な
ど
製
缶

品
か
ら
配
管
、建
材
部
品
ま
で
幅
広
い
製
品
群
を
製

造
し
て
い
ま
す
。近
年
は
、フ
ッ
素
樹
脂
の
加
工
も
手

が
け
、基
材
加
工
と
樹
脂
加
工
を
併
せ
持
つ
プ
ラ
ン

ト
向
け
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、全
国
規
模
の
営
業

を
展
開
し
、さ
ら
に
、殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
で
食
品・医

療
分
野
に
も
進
出
し
、業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る

高
圧
ガ
ス
、圧
力
容
器
と
と
も
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
1
9
3
5
年（
昭
和
10
年
）に
、創
業

者
・
古
谷
博
美
が
宇
部
で
石
炭
採
掘（
中
沖
之
山
炭

鉱
）を
手
が
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。後
に
古
谷
鉱

業
株
式
会
社
と
な
り
、経
営
す
る
炭
鉱
は
山
口
、福

岡
、長
崎
に
展
開
し
て
20
を
超
え
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、戦
災
復
興
の
困
難
、炭
鉱
国
家
管
理
問

題（
※
１
）な
ど
の
風
雪
に
耐
え
つ
つ
も
、石
炭
か
ら
石

油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
お
い
て
は
、先
を
見
据
え

て
い
ち
早
く
事
業
の
転
換
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
光
産
業
株
式
会
社
は
、終
戦
直
後
か
ら
立
ち
上

げ
て
い
た
機
械
部
門（
新
光
製
作
所
）や
、鉄
筋
棒
鋼

製
造
工
場（
宇
部
新
光
製
鋼
所
）な
ど
、古
谷
鉱
業

の
地
上
部
門
を
分
離
し
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39

年
）に
設
立
し
ま
し
た
。

　
創
業
40
周
年
の
1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）を
境

に
石
炭
の
時
代
は
終
わ
り
、現
在
の
建
設
、鉄
構
、機

械
の
各
事
業
部
、E
I
C（
※
２
）ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

を
築
き
、建
設
業
と
製
造
業
を
併
せ
持
つ
総
合
企
業

と
し
て
発
展
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
是
に
も
あ
る「
技
術
と
信
用
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

培
っ
た
技
術
を
活
か
し
新
し
い
事
業
に
果
敢
に
取
り

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
技
術
を
ど
う
提
供
で
き

る
か
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
技
術
と
信
頼
は
こ
こ
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
鉄
構
事
業
部
は
、橋
梁
、水
門
、除
塵
機
、農
業
集

落
排
水
な
ど
の
鋼
構
造
物
に
つ
い
て
、開
発
は
も
と

よ
り
、技
術
提
案
、設
計
、製
作
、現
地
据
付
、検
査

ま
で
一
貫
し
た
技
術
を
確
立
し
、公
共
工
事
を
中
心

に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

高
い
技
術
で
地
域
か
ら
全
国
へ
展
開

ト
ー
タ
ル
技
術
と
高
品
質
製
品
を
提
供

フ
ッ
素
樹
脂
加
工
な
ど
幅
広
い
製
品
群

石
炭
か
ら
先
を
見
据
え
て
事
業
転
換
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石
炭
で
起
業
し
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に

創
業
80
周
年
を
迎
え
、20
年
後
の
2
0
3
5
年
に

1
0
0
周
年
を
輝
か
し
く
迎
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。多
様
化
・
高
度
化
・
国
際
化
時
代
に
、成
長
し
進

化
す
る
た
め
に
は
、今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
、時
代
に

適
応
し
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。関
係

会
社
を
含
め
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、新
光
産
業

グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
挑
戦
と
革
新
で
次

代
を
切
り
拓
く
覚
悟
で
す
。

製
造
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、海
外
進
出
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
３
）物
体
の
表
面
ま
た
は
内
面
に
、定
着
可
能
な
物
質
・
物
体

を
比
較
的
厚
く
覆
う
表
面
処
理
の
こ
と

（
※
４
）フ
ッ
素
樹
脂
粉
末
を
中
に
入
れ
、炉
内
で
2
軸
＋
ア
ル
フ
ァ

方
向
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
焼
成
し
、皮
膜
を
形
成
さ
せ
る

加
工
法

　
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
は
建
設
事
業
部
か

ら
電
気
・
電
子
部
門
を
独
立
さ
せ
て
E
I
C
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を
設
け
ま
し
た
。E
I
C
を
駆
使

し
、機
械
設
備
系
、制
御
シ
ス
テ
ム
系
、監
視
シ
ス
テ

ム
系
、各
種
保
守
な
ど
の
分
野
で
、官
民
向
け
、中
小

プ
ラ
ン
ト
の
主
に
ニ
ッ
チ
な
市
場
を
開
拓
し
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
企
画
開
発
部
門
は
、地
元
の
大
学
、高
専
と
の
産

学
連
携
で
、マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
や
分
析
装

置
、半
導
体
測
定
装
置
用
の
チ
タ
ン
や
ス
テ
ン
レ
ス

製
チ
ャ
ン
バ
ー（
真
空
容
器
）な
ど
を
開
発
し
、新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。併
せ
て
熟
練
の
技

術
の
若
い
世
代
へ
の
継
承
、営
業
や
現
場
で
の
女
性

の
活
躍
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
は
、硫
酸
や
塩
酸
な
ど
薬
品
を

扱
う
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
、耐
蝕
性
に
優
れ
た
機

械
や
部
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
す
。耐
薬

品
、耐
熱
、低
摩
擦
、非
粘
着
な
ど
の
機
能
を
持
つ

フ
ッ
素
樹
脂
を
ラ
イ
ニ
ン
グ（
※
３
）す
る
ロ
ト
フ
ロ
ン

（
※
４
）の
製
法
特
許
を
取
得
し
、国
内
最
大
の
大
型

焼
成
炉
で
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
を
施
し
て
い
ま
す
。従

来
の
工
法
で
は
継
ぎ
目
か
ら
剥
が
れ
や
す
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
で
、

そ
の
欠
点
が
補
わ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ト
フ
ロ
ン
加
工
は
、薬
品
業
界
の
溶
解
槽
や
配

管
部
品
、環
境
関
連
企
業
の
廃
液
処
理
槽
な
ど
、多

く
の
機
器
に
施
工
可
能
で
す
。ま
た
、貨
物
船
な
ど

が
空
荷
の
時
に
積
み
込
み
寄
港
先
で
捨
て
る
バ
ラ
ス

ト
水
は
、国
際
条
約
で
環
境
基
準
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、薬
品
に
よ
る
殺
菌
な
ど
で
傷
ま
な
い
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
の
製
造
を
目
指
す
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
我
が
社
の

施
工
を
指
名
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
は
、我
が
社
の
営
業
担
当
が

お
客
様
へ
起
動
時
間
の
短
縮
や
省
エ
ネ
な
ど
の
提

案
を
行
い
、独
自
開
発
し
た
製
品
で
す
。大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
の
中
国
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
工
場
な
ど
の

　石炭で起業され、エネルギー革命の荒波に耐え、時代のニーズと市場の
変化に柔軟に、かつ果敢に対応して事業を拡大されてこられました。建築、
土木、鉄構部門などでは、地域のいたるところでその結晶を拝見できます。
　近年は、製法特許のフッ素樹脂加工、お客様の要望に応えた殺菌装置
ユニットを開発され、食品加工、医薬品メーカーなどに新たな製造提案を
されています。揺るがぬ「技術と信用」で、さらなる飛躍を遂げられるよう期待
します。
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インタビューを終えて

総
合
力
を
発
揮
し
て
躍
進

最前列左5番目から古谷社長、柴戸頭取、田中支店長（福岡銀行）

組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
１
）1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）に
成
立
し
た
臨
時
石
炭
鉱
業

管
理
法
を
巡
る
政
争
。炭
鉱
の
一
時
国
有
化
に
よ
り
戦
後

復
興
を
図
ろ
う
と
し
た

（
※
２
）電
気（Electricity

）、計
装（Instrum

entation

）、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（C

om
puter

）の
略

　
建
設
事
業
部
は
、建
築・土
木
の
2
部
門
が
、官
公

庁
や
民
間
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
高
い
技
術
で
応
え
て

い
ま
す
。山
口
県
を
中
心
に
中
国・九
州・沖
縄
地
区

へ
と
範
囲
を
広
げ
、大
学
や
医
療
セ
ン
タ
ー
、空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
、病
院
、事
務
所
、マ
ン
シ
ョ
ン
、ホ
テ
ル
、

工
場
、倉
庫
、農
舎
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
建
築
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
部
門
は
、炭
鉱
時
代
か
ら
の
実
績
を
通
じ

て
、大
小
あ
ら
ゆ
る
工
事
に
対
応
す
る
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。大
型
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
建
設
、下
水

道
や
宅
地・農
地
造
成
、旧
橋
撤
去
、さ
ら
に
民
間
駐

車
場
や
道
路
の
舗
装
な
ど
、確
実
な
施
工
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
、現
在
は
維
持

管
理・補
修
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
な
時
代
に

　
産
業
用
ク
レ
ー
ン
は
、バ
ケ
ッ
ト
付
き
橋
形
ク

レ
ー
ン
や
天
井
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
手
が
け
る
な
ど
、

総
合
技
術
で
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に「
ジ
ャ
ス
ト・フ
ィ
ッ

ト
」す
る
高
品
質
製
品
を
提
供
し
、国
内
外
の
大
手

メ
ー
カ
ー
か
ら
、1
0
0
t
ク
ラ
ス
の
大
型
ク
レ
ー

ン
を
受
注
す
る
な
ど
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。多

く
は
官
公
庁
か
ら
の
公
共
工
事
で
す
が
、民
間
企
業

か
ら
の
受
注
も
多
く
、予
算
が
限
ら
れ
た
案
件
に
は

我
が
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、よ
り
安
価

で
よ
り
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
機
械
事
業
部
は
、タ
ン
ク
や
熱
交
換
器
な
ど
製
缶

品
か
ら
配
管
、建
材
部
品
ま
で
幅
広
い
製
品
群
を
製

造
し
て
い
ま
す
。近
年
は
、フ
ッ
素
樹
脂
の
加
工
も
手

が
け
、基
材
加
工
と
樹
脂
加
工
を
併
せ
持
つ
プ
ラ
ン

ト
向
け
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、全
国
規
模
の
営
業

を
展
開
し
、さ
ら
に
、殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
で
食
品・医

療
分
野
に
も
進
出
し
、業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る

高
圧
ガ
ス
、圧
力
容
器
と
と
も
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
1
9
3
5
年（
昭
和
10
年
）に
、創
業

者
・
古
谷
博
美
が
宇
部
で
石
炭
採
掘（
中
沖
之
山
炭

鉱
）を
手
が
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。後
に
古
谷
鉱

業
株
式
会
社
と
な
り
、経
営
す
る
炭
鉱
は
山
口
、福

岡
、長
崎
に
展
開
し
て
20
を
超
え
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、戦
災
復
興
の
困
難
、炭
鉱
国
家
管
理
問

題（
※
１
）な
ど
の
風
雪
に
耐
え
つ
つ
も
、石
炭
か
ら
石

油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
お
い
て
は
、先
を
見
据
え

て
い
ち
早
く
事
業
の
転
換
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
光
産
業
株
式
会
社
は
、終
戦
直
後
か
ら
立
ち
上

げ
て
い
た
機
械
部
門（
新
光
製
作
所
）や
、鉄
筋
棒
鋼

製
造
工
場（
宇
部
新
光
製
鋼
所
）な
ど
、古
谷
鉱
業

の
地
上
部
門
を
分
離
し
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39

年
）に
設
立
し
ま
し
た
。

　
創
業
40
周
年
の
1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）を
境

に
石
炭
の
時
代
は
終
わ
り
、現
在
の
建
設
、鉄
構
、機

械
の
各
事
業
部
、E
I
C（
※
２
）ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

を
築
き
、建
設
業
と
製
造
業
を
併
せ
持
つ
総
合
企
業

と
し
て
発
展
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
是
に
も
あ
る「
技
術
と
信
用
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

培
っ
た
技
術
を
活
か
し
新
し
い
事
業
に
果
敢
に
取
り

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
技
術
を
ど
う
提
供
で
き

る
か
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
技
術
と
信
頼
は
こ
こ
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
鉄
構
事
業
部
は
、橋
梁
、水
門
、除
塵
機
、農
業
集

落
排
水
な
ど
の
鋼
構
造
物
に
つ
い
て
、開
発
は
も
と

よ
り
、技
術
提
案
、設
計
、製
作
、現
地
据
付
、検
査

ま
で
一
貫
し
た
技
術
を
確
立
し
、公
共
工
事
を
中
心

に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

確かな技術で
お客様のニーズに応え、
高品質な製品を
お届けします!
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石
炭
で
起
業
し
、こ
れ
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦
を

重
ね
て
き
ま
し
た
が
、2
0
1
5
年（
平
成
27
年
）に

創
業
80
周
年
を
迎
え
、20
年
後
の
2
0
3
5
年
に

1
0
0
周
年
を
輝
か
し
く
迎
え
る
こ
と
を
誓
い
ま
し

た
。多
様
化
・
高
度
化
・
国
際
化
時
代
に
、成
長
し
進

化
す
る
た
め
に
は
、今
後
も
地
域
に
根
ざ
し
、時
代
に

適
応
し
て
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。関
係

会
社
を
含
め
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集
し
、新
光
産
業

グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
て
挑
戦
と
革
新
で
次

代
を
切
り
拓
く
覚
悟
で
す
。

製
造
ラ
イ
ン
に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
、海
外
進
出
も

積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

（
※
３
）物
体
の
表
面
ま
た
は
内
面
に
、定
着
可
能
な
物
質
・
物
体

を
比
較
的
厚
く
覆
う
表
面
処
理
の
こ
と

（
※
４
）フ
ッ
素
樹
脂
粉
末
を
中
に
入
れ
、炉
内
で
2
軸
＋
ア
ル
フ
ァ

方
向
に
回
転
さ
せ
な
が
ら
焼
成
し
、皮
膜
を
形
成
さ
せ
る

加
工
法

　
2
0
0
9
年（
平
成
21
年
）に
は
建
設
事
業
部
か

ら
電
気
・
電
子
部
門
を
独
立
さ
せ
て
E
I
C
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部
を
設
け
ま
し
た
。E
I
C
を
駆
使

し
、機
械
設
備
系
、制
御
シ
ス
テ
ム
系
、監
視
シ
ス
テ

ム
系
、各
種
保
守
な
ど
の
分
野
で
、官
民
向
け
、中
小

プ
ラ
ン
ト
の
主
に
ニ
ッ
チ
な
市
場
を
開
拓
し
、お
客
様

の
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
ま
す
。

　
企
画
開
発
部
門
は
、地
元
の
大
学
、高
専
と
の
産

学
連
携
で
、マ
イ
ク
ロ
バ
ブ
ル
発
生
装
置
や
分
析
装

置
、半
導
体
測
定
装
置
用
の
チ
タ
ン
や
ス
テ
ン
レ
ス

製
チ
ャ
ン
バ
ー（
真
空
容
器
）な
ど
を
開
発
し
、新
た

な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。併
せ
て
熟
練
の
技

術
の
若
い
世
代
へ
の
継
承
、営
業
や
現
場
で
の
女
性

の
活
躍
な
ど
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
フ
ッ
素
樹
脂
加
工
は
、硫
酸
や
塩
酸
な
ど
薬
品
を

扱
う
化
学
プ
ラ
ン
ト
な
ど
で
、耐
蝕
性
に
優
れ
た
機

械
や
部
材
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
お
り
、こ
れ
ら
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と
が
で
き
る
製
品
で
す
。耐
薬

品
、耐
熱
、低
摩
擦
、非
粘
着
な
ど
の
機
能
を
持
つ

フ
ッ
素
樹
脂
を
ラ
イ
ニ
ン
グ（
※
３
）す
る
ロ
ト
フ
ロ
ン

（
※
４
）の
製
法
特
許
を
取
得
し
、国
内
最
大
の
大
型

焼
成
炉
で
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
を
施
し
て
い
ま
す
。従

来
の
工
法
で
は
継
ぎ
目
か
ら
剥
が
れ
や
す
い
と
い
う

欠
点
が
あ
り
ま
し
た
が
、こ
の
シ
ー
ム
レ
ス
加
工
で
、

そ
の
欠
点
が
補
わ
れ
ま
し
た
。

　
ロ
ト
フ
ロ
ン
加
工
は
、薬
品
業
界
の
溶
解
槽
や
配

管
部
品
、環
境
関
連
企
業
の
廃
液
処
理
槽
な
ど
、多

く
の
機
器
に
施
工
可
能
で
す
。ま
た
、貨
物
船
な
ど

が
空
荷
の
時
に
積
み
込
み
寄
港
先
で
捨
て
る
バ
ラ
ス

ト
水
は
、国
際
条
約
で
環
境
基
準
が
規
制
さ
れ
て
お

り
、薬
品
に
よ
る
殺
菌
な
ど
で
傷
ま
な
い
バ
ラ
ス
ト
タ

ン
ク
の
製
造
を
目
指
す
メ
ー
カ
ー
か
ら
も
我
が
社
の

施
工
を
指
名
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
は
、我
が
社
の
営
業
担
当
が

お
客
様
へ
起
動
時
間
の
短
縮
や
省
エ
ネ
な
ど
の
提

案
を
行
い
、独
自
開
発
し
た
製
品
で
す
。大
手
食

品
メ
ー
カ
ー
の
中
国
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
工
場
な
ど
の

　石炭で起業され、エネルギー革命の荒波に耐え、時代のニーズと市場の
変化に柔軟に、かつ果敢に対応して事業を拡大されてこられました。建築、
土木、鉄構部門などでは、地域のいたるところでその結晶を拝見できます。
　近年は、製法特許のフッ素樹脂加工、お客様の要望に応えた殺菌装置
ユニットを開発され、食品加工、医薬品メーカーなどに新たな製造提案を
されています。揺るがぬ「技術と信用」で、さらなる飛躍を遂げられるよう期待
します。

新光産業 株式会社Top  I nt e r v ie w

インタビューを終えて

総
合
力
を
発
揮
し
て
躍
進

最前列左5番目から古谷社長、柴戸頭取、田中支店長（福岡銀行）

組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
※
１
）1
9
4
7
年（
昭
和
22
年
）に
成
立
し
た
臨
時
石
炭
鉱
業

管
理
法
を
巡
る
政
争
。炭
鉱
の
一
時
国
有
化
に
よ
り
戦
後

復
興
を
図
ろ
う
と
し
た

（
※
２
）電
気（Electricity

）、計
装（Instrum

entation
）、コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
ー（C

om
puter

）の
略

　
建
設
事
業
部
は
、建
築・土
木
の
2
部
門
が
、官
公

庁
や
民
間
の
多
彩
な
ニ
ー
ズ
に
高
い
技
術
で
応
え
て

い
ま
す
。山
口
県
を
中
心
に
中
国・九
州・沖
縄
地
区

へ
と
範
囲
を
広
げ
、大
学
や
医
療
セ
ン
タ
ー
、空
港

タ
ー
ミ
ナ
ル
、病
院
、事
務
所
、マ
ン
シ
ョ
ン
、ホ
テ
ル
、

工
場
、倉
庫
、農
舎
な
ど
、多
岐
に
わ
た
っ
て
建
築
施

工
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
土
木
部
門
は
、炭
鉱
時
代
か
ら
の
実
績
を
通
じ

て
、大
小
あ
ら
ゆ
る
工
事
に
対
応
す
る
技
術
を
磨
い

て
き
ま
し
た
。大
型
の
橋
梁
や
ト
ン
ネ
ル
建
設
、下
水

道
や
宅
地・農
地
造
成
、旧
橋
撤
去
、さ
ら
に
民
間
駐

車
場
や
道
路
の
舗
装
な
ど
、確
実
な
施
工
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　
高
度
成
長
期
の
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
か
ら
、現
在
は
維
持

管
理・補
修
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
な
時
代
に

　
産
業
用
ク
レ
ー
ン
は
、バ
ケ
ッ
ト
付
き
橋
形
ク

レ
ー
ン
や
天
井
ク
レ
ー
ン
な
ど
を
手
が
け
る
な
ど
、

総
合
技
術
で
あ
ら
ゆ
る
ニ
ー
ズ
に「
ジ
ャ
ス
ト・フ
ィ
ッ

ト
」す
る
高
品
質
製
品
を
提
供
し
、国
内
外
の
大
手

メ
ー
カ
ー
か
ら
、1
0
0
t
ク
ラ
ス
の
大
型
ク
レ
ー

ン
を
受
注
す
る
な
ど
多
く
の
実
績
が
あ
り
ま
す
。多

く
は
官
公
庁
か
ら
の
公
共
工
事
で
す
が
、民
間
企
業

か
ら
の
受
注
も
多
く
、予
算
が
限
ら
れ
た
案
件
に
は

我
が
社
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
提
案
を
行
い
、よ
り
安
価

で
よ
り
良
い
提
案
が
で
き
る
よ
う
努
力
を
重
ね
て
い

ま
す
。

　
機
械
事
業
部
は
、タ
ン
ク
や
熱
交
換
器
な
ど
製
缶

品
か
ら
配
管
、建
材
部
品
ま
で
幅
広
い
製
品
群
を
製

造
し
て
い
ま
す
。近
年
は
、フ
ッ
素
樹
脂
の
加
工
も
手

が
け
、基
材
加
工
と
樹
脂
加
工
を
併
せ
持
つ
プ
ラ
ン

ト
向
け
総
合
メ
ー
カ
ー
と
し
て
、全
国
規
模
の
営
業

を
展
開
し
、さ
ら
に
、殺
菌
装
置
ユ
ニ
ッ
ト
で
食
品・医

療
分
野
に
も
進
出
し
、業
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
を
誇
る

高
圧
ガ
ス
、圧
力
容
器
と
と
も
に
付
加
価
値
の
高
い

製
品
を
得
意
と
し
て
い
ま
す
。

　
我
が
社
は
1
9
3
5
年（
昭
和
10
年
）に
、創
業

者
・
古
谷
博
美
が
宇
部
で
石
炭
採
掘（
中
沖
之
山
炭

鉱
）を
手
が
け
た
こ
と
に
始
ま
り
ま
す
。後
に
古
谷
鉱

業
株
式
会
社
と
な
り
、経
営
す
る
炭
鉱
は
山
口
、福

岡
、長
崎
に
展
開
し
て
20
を
超
え
ま
し
た
。

　
戦
後
は
、戦
災
復
興
の
困
難
、炭
鉱
国
家
管
理
問

題（
※
１
）な
ど
の
風
雪
に
耐
え
つ
つ
も
、石
炭
か
ら
石

油
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
革
命
に
お
い
て
は
、先
を
見
据
え

て
い
ち
早
く
事
業
の
転
換
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
新
光
産
業
株
式
会
社
は
、終
戦
直
後
か
ら
立
ち
上

げ
て
い
た
機
械
部
門（
新
光
製
作
所
）や
、鉄
筋
棒
鋼

製
造
工
場（
宇
部
新
光
製
鋼
所
）な
ど
、古
谷
鉱
業

の
地
上
部
門
を
分
離
し
て
1
9
6
4
年（
昭
和
39

年
）に
設
立
し
ま
し
た
。

　
創
業
40
周
年
の
1
9
7
5
年（
昭
和
50
年
）を
境

に
石
炭
の
時
代
は
終
わ
り
、現
在
の
建
設
、鉄
構
、機

械
の
各
事
業
部
、E
I
C（
※
２
）ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部

を
築
き
、建
設
業
と
製
造
業
を
併
せ
持
つ
総
合
企
業

と
し
て
発
展
と
進
化
を
続
け
て
い
ま
す
。

　
社
是
に
も
あ
る「
技
術
と
信
用
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

培
っ
た
技
術
を
活
か
し
新
し
い
事
業
に
果
敢
に
取
り

な
っ
て
い
ま
す
。そ
の
た
め
の
技
術
を
ど
う
提
供
で
き

る
か
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、我
が
社
が
こ
れ
ま
で
に

培
っ
た
技
術
と
信
頼
は
こ
こ
で
も
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
て
い
ま
す
。

　
鉄
構
事
業
部
は
、橋
梁
、水
門
、除
塵
機
、農
業
集

落
排
水
な
ど
の
鋼
構
造
物
に
つ
い
て
、開
発
は
も
と

よ
り
、技
術
提
案
、設
計
、製
作
、現
地
据
付
、検
査

ま
で
一
貫
し
た
技
術
を
確
立
し
、公
共
工
事
を
中
心

に
請
け
負
っ
て
い
ま
す
。

福岡銀行　取締役頭取　 柴戸 　成

確かな技術で
お客様のニーズに応え、
高品質な製品を
お届けします!
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■会社概要

環
境
保
全
、リ
サ
イ
ク
ル
先
端
企
業
を
目
指
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
に
向
け
て

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
東
商
事 

株
式
会
社

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

託
麻
支
店

小
原 

英
二 

氏

代
表
取
締
役

創業：1983年／設立：1983年／所在地：熊本市北区／資本金：
2,000万円／従業員：91名／事業内容：解体工事・廃棄物収集運搬
処分業／事業拠点：（本社）熊本市北区、（工場）熊本市西区・熊本市
北区・熊本市東区

「新港リサイクルセンター」前（左から小原社長、竹下頭取）
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■会社概要

環
境
保
全
、リ
サ
イ
ク
ル
先
端
企
業
を
目
指
し
、

1
0
0
％
リ
サ
イ
ク
ル
実
現
に
向
け
て

技
術
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

大
東
商
事 

株
式
会
社

取
引
店
／
熊
本
銀
行 

託
麻
支
店

小
原 

英
二 

氏

代
表
取
締
役

創業：1983年／設立：1983年／所在地：熊本市北区／資本金：
2,000万円／従業員：91名／事業内容：解体工事・廃棄物収集運搬
処分業／事業拠点：（本社）熊本市北区、（工場）熊本市西区・熊本市
北区・熊本市東区

「新港リサイクルセンター」前（左から小原社長、竹下頭取）
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受け入れた廃棄物は
１００％リサイクルを
めざします!

認
め
ら
れ
た
結
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
廃
棄
物
業
界
は
、人
手
不
足
や
大
量
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
態
勢
と
迅
速
処
理
な
ど
、慢
性
化
す

る
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。処
理
業
に
止
ま
ら
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
製
造
業
と
し
て
の
業
界
の
将
来
像

は
、ま
だ
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
業
界
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、発
生
量
や
運
搬
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
交
換
、電
子
契
約・電
子
処
理
報
告
に
よ
る〝
見
え

る
化
〞な
ど
を
推
進
し
、加
え
て
、廃
棄
物
の
発
生・排

出
を
抑
え
、使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
い
、資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
3
R（R

educe

＝
リ
デ
ュ
ー
ス
、

R
euse

＝
リ
ユ
ー
ス
、Recycle

＝
リ
サ
イ
ク
ル
）に

よ
っ
て
、確
か
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、美
し
い
地
球

を
悔
い
の
な
い
形
で
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、経
済
成
長
と
人
口
増
に
伴
っ
て

廃
棄
物
が
増
え
、か
つ
て
日
本
が
直
面
し
た
の
と
同

様
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、私
た
ち
が
確
立
し
た
堅
実
な
廃
棄

物
処
理
、リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
を
海
外
で
展
開
し
、

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
活
躍
で
き
る
企
業
を
目
指
し

ま
す
。

バ
ー
に
最
短
ル
ー
ト
を
知
ら
せ
、省
資
源・効
率
運
行

を
図
っ
て
い
ま
す
。営
業
車
は
全
車
両
、ダ
ン
プ
カ
ー

の
一
部
に
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
使
い
、専
用
車
両
と

あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。建
材
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、ア
ス
ベ
ス
ト
診
断
士
の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が

チ
ェッ
ク
を
し
て
、現
場
で
働
く
従
業
員
の
健
康
被
害

を
防
止
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）産
業
廃
棄
物
の
名
称
、運
搬
業
者
名
、処
分
業
者
名
、取
扱

い
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
産
業
廃
棄
物
管
理
票

　
今
年
5
月
に
は
創
業
36
周
年
を
迎
え
ま
す
。我
が

社
は
、法
令
や
社
会
規
範
の
順
守
は
も
ち
ろ
ん
、自

然
と
人
間
の
調
和
を
保
ち
、次
世
代
に
豊
か
な
未
来

を
残
す
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、社
会
の
要
請
に
的

確
に
応
え
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
震
災
復
興
で
は
、私
が
理
事
長
を
務

め
る
熊
本
県
解
体
工
事
業
協
会（
20
社
）が
、県
や
市

か
ら
被
災
家
屋
の
解
体
・
搬
送
の
委
託
を
受
け
て
、

熊
本
港
か
ら
船
舶
で
新
潟
や
岩
手
な
ど
に
搬
出
し
ま

し
た
。私
た
ち
の
日
頃
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
、広
く

と
し
て
供
給
。廃
棄
物
に
付
加
価
値
を
見
つ
け
て
利

用
し
尽
く
す
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
※
1
）を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、建
物
な
ど
の
解
体
現
場
か
ら
出
た
材
木
な

ど
の
木
く
ず
を
均
一
に
粉
砕
し
た
木
製
チ
ッ
プ
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
や
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド（
建
材
）、堆

肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

（
※
1
）リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
終
的
に
廃
棄

物
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
。国
連
大
学
が
提
唱

　
環
境
面
で
は
、2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に
国
際

規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
、「
環
境
保
全

に
貢
献
し
て
い
る
企
業
」と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、排
出
事
業
者
が
廃
棄
物
の
処
理
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝

票（
※
2
）は
、い
つ
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
収
集・運
搬
の
専
用
車
両
は
、全
車
両
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
、G
P
S
の
搭
載
を
進
め
て
お

り
、お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
車
両
情
報
と
ド
ラ
イ

1.2.「新港リサイクルセンター」見学風景／3.「混
合廃棄物自動選別システム」見学風景／4.大量に
持ち込まれた材木もリサイクルされる／5.粗選別で
わけられた廃棄物を、さらに人の手によって細かく
わける／6.混合廃棄物は、重機によって粗選別が
行われ、ある程度の種類や大きさにわけられる／
7.朝は責任者が現場スタッフ全員を集め、一日の
作業内容を伝える／8.企業メッセージ

小原社長

再
生
資
源
と
し
て
活
用
し
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
方
向
に
動
い
て
い
き
ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
会
社
か
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
原・燃

料
と
し
て
利
用
し
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
持
ち
込

ま
れ
、熊
本
で
は
第
1
号
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
ま
し
た
。以
来
、我
が
社
は
単
な
る
廃
棄
物

処
理
業
で
は
な
く
、資
源
を
1
0
0
%
再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
企
業
」と
し
て
発
展

を
続
け
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、熊
本
市
内
の
本

社（
北
区
）、新
港（
西
区
）、戸
島（
東
区
）の
3
か

所
に
あ
り
ま
す
が
、今
年
5
月
に
は
八
代
市
に
新
施

設
が
完
成
予
定
で
、熊
本
県
内
に
計
4
拠
点
と
な

り
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、解
体
系
を

は
じ
め
、建
設
新
築
現
場
、工
場
、事
業
所
か
ら
の
産

業
廃
棄
物
、一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
の
一
般
廃

棄
物
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。我
が
社
で
は
、こ
れ
ら
混
合

廃
棄
物
の「
解
体・回
収・運
搬
」か
ら「
受
け
入
れ・

ラ
ン
ド
製
）で
、混
合
廃
棄
物
処
理
で
は
国
内
初
で

す
。導
入
前
は
、手
作
業
選
別
だ
っ
た
こ
と
か
ら
熟

練
技
術
者
の
確
保
が
大
変
で
し
た
が
、新
シ
ス
テ
ム

は
高
精
度
の
選
別
を
24
時
間
稼
働
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。資
源
回
収
に
威
力
を
発
揮
す
る

一
方
で
、若
者
や
女
性
が
業
界
に
魅
力
を
感
じ
る
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
は
、確
か
な
技
術
と
蓄
積
し

た
知
識
と
経
験
に
よ
り
、質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。製
品
は
各
種
製
造
物
の

代
替
原
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
各
種
熱
源（
サ
ー
マ
ル
）

と
し
て
、製
紙
や
セ
メ
ン
ト
、建
築
資
材
製
造
、発

電
、畜
産
な
ど
多
く
の
産
業
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、廃
棄
物
の
再
資
源
化

に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、リ
サ
イ
ク
ル
の
草
分
け
的

存
在
で
す
。2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
廃
石
膏

ボ
ー
ド
の
中
間
処
理
施
設
を
本
社
に
設
け
、紙
く
ず

と
分
別
し
て
粉
状
に
し
た
廃
石
膏
を
セ
メ
ン
ト
原
料

　
戦
後
日
本
で
は
、都
市
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
が
急

増
し
、環
境
破
壊
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。我

が
社
は
、こ
う
し
た
中
で
環
境
保
全
対
策
と
し
て
の

廃
棄
物
処
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
た
1
9
8
3

年（
昭
和
58
年
）に
創
業
。創
業
時
は
廃
棄
物
処
理

法（
1
9
7
0
年
制
定
）の
も
と
、産
業
廃
棄
物
は
原

則
と
し
て
排
出
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、廃
棄
物
＝
不
要
な
も
の
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
、処

理
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る
と
い
う
考
え
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、当
初
1
、2
年
は
解

体
工
事
、廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
だ
け
で
は
経
営
が

成
り
立
た
ず
、土
木
工
事
や
建
築
基
礎
工
事
な
ど
何

で
も
や
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、法
規
制
が
厳
し
く
な
り
産
業
廃
棄
物

の
適
正
処
理
の
必
要
性
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、最

終
処
分
場（
安
定
型
埋
立
）や
中
間
処
理
場（
焼
却

施
設
）の
許
可
を
い
ち
早
く
取
得
し
、大
手
建
設
会

社
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
廃
棄
物
を
引
き

受
け
ま
し
た
。そ
し
て
時
代
と
国
策
は
、廃
棄
物
を

選
別
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
原
料・製
品
加
工
」、「
販
売・

納
品
」ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
請
け
負
う「
ト
ー

タ
ル
処
理
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、木
く
ず
、紙
く
ず
、金
属
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
種
別
ご
と
に
適
正
、確
実
に
分
け
、

先
進
的
な
研
究
開
発
と
高
い
能
力
を
持
っ
た
技
術
者

に
よ
っ
て
、利
用
価
値
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
加

工
し
ま
す
。選
別
、破
砕
、圧
縮
、検
品・検
収
な
ど
の

主
要
工
程
に
つ
い
て
は
、最
新
鋭
の
設
備
で
行
い
ま

す
。中
で
も
選
別
は
、高
純
度
の
製
品
を
作
る
た
め
に

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昨
年
、新
港
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に「
混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。A
I（
人
工
知
能
）に
よ
る
選
別

ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム（
フ
ィ
ン

混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム

（
A
I
）を
導
入

高
品
質
の

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
・
製
品
を
提
供

他
社
に
先
駆
け
て

廃
棄
物
処
理
の
許
可
を
取
得

大東商事 株式会社Top  I nt e r v ie w
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受け入れた廃棄物は
１００％リサイクルを
めざします!

認
め
ら
れ
た
結
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
廃
棄
物
業
界
は
、人
手
不
足
や
大
量
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
態
勢
と
迅
速
処
理
な
ど
、慢
性
化
す

る
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。処
理
業
に
止
ま
ら
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
製
造
業
と
し
て
の
業
界
の
将
来
像

は
、ま
だ
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
業
界
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、発
生
量
や
運
搬
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
交
換
、電
子
契
約・電
子
処
理
報
告
に
よ
る〝
見
え

る
化
〞な
ど
を
推
進
し
、加
え
て
、廃
棄
物
の
発
生・排

出
を
抑
え
、使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
い
、資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
3
R（R

educe

＝
リ
デ
ュ
ー
ス
、

R
euse

＝
リ
ユ
ー
ス
、Recycle

＝
リ
サ
イ
ク
ル
）に

よ
っ
て
、確
か
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、美
し
い
地
球

を
悔
い
の
な
い
形
で
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、経
済
成
長
と
人
口
増
に
伴
っ
て

廃
棄
物
が
増
え
、か
つ
て
日
本
が
直
面
し
た
の
と
同

様
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、私
た
ち
が
確
立
し
た
堅
実
な
廃
棄

物
処
理
、リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
を
海
外
で
展
開
し
、

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
活
躍
で
き
る
企
業
を
目
指
し

ま
す
。

バ
ー
に
最
短
ル
ー
ト
を
知
ら
せ
、省
資
源・効
率
運
行

を
図
っ
て
い
ま
す
。営
業
車
は
全
車
両
、ダ
ン
プ
カ
ー

の
一
部
に
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
使
い
、専
用
車
両
と

あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。建
材
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、ア
ス
ベ
ス
ト
診
断
士
の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が

チ
ェッ
ク
を
し
て
、現
場
で
働
く
従
業
員
の
健
康
被
害

を
防
止
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）産
業
廃
棄
物
の
名
称
、運
搬
業
者
名
、処
分
業
者
名
、取
扱

い
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
産
業
廃
棄
物
管
理
票

　
今
年
5
月
に
は
創
業
36
周
年
を
迎
え
ま
す
。我
が

社
は
、法
令
や
社
会
規
範
の
順
守
は
も
ち
ろ
ん
、自

然
と
人
間
の
調
和
を
保
ち
、次
世
代
に
豊
か
な
未
来

を
残
す
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、社
会
の
要
請
に
的

確
に
応
え
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
震
災
復
興
で
は
、私
が
理
事
長
を
務

め
る
熊
本
県
解
体
工
事
業
協
会（
20
社
）が
、県
や
市

か
ら
被
災
家
屋
の
解
体
・
搬
送
の
委
託
を
受
け
て
、

熊
本
港
か
ら
船
舶
で
新
潟
や
岩
手
な
ど
に
搬
出
し
ま

し
た
。私
た
ち
の
日
頃
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
、広
く

と
し
て
供
給
。廃
棄
物
に
付
加
価
値
を
見
つ
け
て
利

用
し
尽
く
す
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
※
1
）を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、建
物
な
ど
の
解
体
現
場
か
ら
出
た
材
木
な

ど
の
木
く
ず
を
均
一
に
粉
砕
し
た
木
製
チ
ッ
プ
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
や
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド（
建
材
）、堆

肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

（
※
1
）リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
終
的
に
廃
棄

物
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
。国
連
大
学
が
提
唱

　
環
境
面
で
は
、2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に
国
際

規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
、「
環
境
保
全

に
貢
献
し
て
い
る
企
業
」と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、排
出
事
業
者
が
廃
棄
物
の
処
理
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝

票（
※
2
）は
、い
つ
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
収
集・運
搬
の
専
用
車
両
は
、全
車
両
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
、G
P
S
の
搭
載
を
進
め
て
お

り
、お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
車
両
情
報
と
ド
ラ
イ

1.2.「新港リサイクルセンター」見学風景／3.「混
合廃棄物自動選別システム」見学風景／4.大量に
持ち込まれた材木もリサイクルされる／5.粗選別で
わけられた廃棄物を、さらに人の手によって細かく
わける／6.混合廃棄物は、重機によって粗選別が
行われ、ある程度の種類や大きさにわけられる／
7.朝は責任者が現場スタッフ全員を集め、一日の
作業内容を伝える／8.企業メッセージ

小原社長

再
生
資
源
と
し
て
活
用
し
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
方
向
に
動
い
て
い
き
ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
会
社
か
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
原・燃

料
と
し
て
利
用
し
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
持
ち
込

ま
れ
、熊
本
で
は
第
1
号
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
ま
し
た
。以
来
、我
が
社
は
単
な
る
廃
棄
物

処
理
業
で
は
な
く
、資
源
を
1
0
0
%
再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
企
業
」と
し
て
発
展

を
続
け
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、熊
本
市
内
の
本

社（
北
区
）、新
港（
西
区
）、戸
島（
東
区
）の
3
か

所
に
あ
り
ま
す
が
、今
年
5
月
に
は
八
代
市
に
新
施

設
が
完
成
予
定
で
、熊
本
県
内
に
計
4
拠
点
と
な

り
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、解
体
系
を

は
じ
め
、建
設
新
築
現
場
、工
場
、事
業
所
か
ら
の
産

業
廃
棄
物
、一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
の
一
般
廃

棄
物
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。我
が
社
で
は
、こ
れ
ら
混
合

廃
棄
物
の「
解
体・回
収・運
搬
」か
ら「
受
け
入
れ・

ラ
ン
ド
製
）で
、混
合
廃
棄
物
処
理
で
は
国
内
初
で

す
。導
入
前
は
、手
作
業
選
別
だ
っ
た
こ
と
か
ら
熟

練
技
術
者
の
確
保
が
大
変
で
し
た
が
、新
シ
ス
テ
ム

は
高
精
度
の
選
別
を
24
時
間
稼
働
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。資
源
回
収
に
威
力
を
発
揮
す
る

一
方
で
、若
者
や
女
性
が
業
界
に
魅
力
を
感
じ
る
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
は
、確
か
な
技
術
と
蓄
積
し

た
知
識
と
経
験
に
よ
り
、質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。製
品
は
各
種
製
造
物
の

代
替
原
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
各
種
熱
源（
サ
ー
マ
ル
）

と
し
て
、製
紙
や
セ
メ
ン
ト
、建
築
資
材
製
造
、発

電
、畜
産
な
ど
多
く
の
産
業
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、廃
棄
物
の
再
資
源
化

に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、リ
サ
イ
ク
ル
の
草
分
け
的

存
在
で
す
。2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
廃
石
膏

ボ
ー
ド
の
中
間
処
理
施
設
を
本
社
に
設
け
、紙
く
ず

と
分
別
し
て
粉
状
に
し
た
廃
石
膏
を
セ
メ
ン
ト
原
料

　
戦
後
日
本
で
は
、都
市
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
が
急

増
し
、環
境
破
壊
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。我

が
社
は
、こ
う
し
た
中
で
環
境
保
全
対
策
と
し
て
の

廃
棄
物
処
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
た
1
9
8
3

年（
昭
和
58
年
）に
創
業
。創
業
時
は
廃
棄
物
処
理

法（
1
9
7
0
年
制
定
）の
も
と
、産
業
廃
棄
物
は
原

則
と
し
て
排
出
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、廃
棄
物
＝
不
要
な
も
の
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
、処

理
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る
と
い
う
考
え
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、当
初
1
、2
年
は
解

体
工
事
、廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
だ
け
で
は
経
営
が

成
り
立
た
ず
、土
木
工
事
や
建
築
基
礎
工
事
な
ど
何

で
も
や
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、法
規
制
が
厳
し
く
な
り
産
業
廃
棄
物

の
適
正
処
理
の
必
要
性
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、最

終
処
分
場（
安
定
型
埋
立
）や
中
間
処
理
場（
焼
却

施
設
）の
許
可
を
い
ち
早
く
取
得
し
、大
手
建
設
会

社
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
廃
棄
物
を
引
き

受
け
ま
し
た
。そ
し
て
時
代
と
国
策
は
、廃
棄
物
を

選
別
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
原
料・製
品
加
工
」、「
販
売・

納
品
」ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
請
け
負
う「
ト
ー

タ
ル
処
理
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、木
く
ず
、紙
く
ず
、金
属
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
種
別
ご
と
に
適
正
、確
実
に
分
け
、

先
進
的
な
研
究
開
発
と
高
い
能
力
を
持
っ
た
技
術
者

に
よ
っ
て
、利
用
価
値
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
加

工
し
ま
す
。選
別
、破
砕
、圧
縮
、検
品・検
収
な
ど
の

主
要
工
程
に
つ
い
て
は
、最
新
鋭
の
設
備
で
行
い
ま

す
。中
で
も
選
別
は
、高
純
度
の
製
品
を
作
る
た
め
に

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昨
年
、新
港
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に「
混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。A
I（
人
工
知
能
）に
よ
る
選
別

ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム（
フ
ィ
ン

混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム

（
A
I
）を
導
入

高
品
質
の

リ
サ
イ
ク
ル
原
料
・
製
品
を
提
供

他
社
に
先
駆
け
て

廃
棄
物
処
理
の
許
可
を
取
得
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認
め
ら
れ
た
結
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
廃
棄
物
業
界
は
、人
手
不
足
や
大
量
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
態
勢
と
迅
速
処
理
な
ど
、慢
性
化
す

る
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。処
理
業
に
止
ま
ら
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
製
造
業
と
し
て
の
業
界
の
将
来
像

は
、ま
だ
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
業
界
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、発
生
量
や
運
搬
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
交
換
、電
子
契
約・電
子
処
理
報
告
に
よ
る〝
見
え

る
化
〞な
ど
を
推
進
し
、加
え
て
、廃
棄
物
の
発
生・排

出
を
抑
え
、使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
い
、資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
3
R（R

educe

＝
リ
デ
ュ
ー
ス
、

R
euse

＝
リ
ユ
ー
ス
、Recycle

＝
リ
サ
イ
ク
ル
）に

よ
っ
て
、確
か
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、美
し
い
地
球

を
悔
い
の
な
い
形
で
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、経
済
成
長
と
人
口
増
に
伴
っ
て

廃
棄
物
が
増
え
、か
つ
て
日
本
が
直
面
し
た
の
と
同

様
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、私
た
ち
が
確
立
し
た
堅
実
な
廃
棄

物
処
理
、リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
を
海
外
で
展
開
し
、

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
活
躍
で
き
る
企
業
を
目
指
し

ま
す
。

バ
ー
に
最
短
ル
ー
ト
を
知
ら
せ
、省
資
源・効
率
運
行

を
図
っ
て
い
ま
す
。営
業
車
は
全
車
両
、ダ
ン
プ
カ
ー

の
一
部
に
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
使
い
、専
用
車
両
と

あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。建
材
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、ア
ス
ベ
ス
ト
診
断
士
の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が

チ
ェッ
ク
を
し
て
、現
場
で
働
く
従
業
員
の
健
康
被
害

を
防
止
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）産
業
廃
棄
物
の
名
称
、運
搬
業
者
名
、処
分
業
者
名
、取
扱

い
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
産
業
廃
棄
物
管
理
票

　
今
年
5
月
に
は
創
業
36
周
年
を
迎
え
ま
す
。我
が

社
は
、法
令
や
社
会
規
範
の
順
守
は
も
ち
ろ
ん
、自

然
と
人
間
の
調
和
を
保
ち
、次
世
代
に
豊
か
な
未
来

を
残
す
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、社
会
の
要
請
に
的

確
に
応
え
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
震
災
復
興
で
は
、私
が
理
事
長
を
務

め
る
熊
本
県
解
体
工
事
業
協
会（
20
社
）が
、県
や
市

か
ら
被
災
家
屋
の
解
体
・
搬
送
の
委
託
を
受
け
て
、

熊
本
港
か
ら
船
舶
で
新
潟
や
岩
手
な
ど
に
搬
出
し
ま

し
た
。私
た
ち
の
日
頃
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
、広
く

と
し
て
供
給
。廃
棄
物
に
付
加
価
値
を
見
つ
け
て
利

用
し
尽
く
す
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
※
1
）を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、建
物
な
ど
の
解
体
現
場
か
ら
出
た
材
木
な

ど
の
木
く
ず
を
均
一
に
粉
砕
し
た
木
製
チ
ッ
プ
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
や
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド（
建
材
）、堆

肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

（
※
1
）リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
終
的
に
廃
棄

物
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
。国
連
大
学
が
提
唱

　
環
境
面
で
は
、2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に
国
際

規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
、「
環
境
保
全

に
貢
献
し
て
い
る
企
業
」と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、排
出
事
業
者
が
廃
棄
物
の
処
理
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝

票（
※
2
）は
、い
つ
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
収
集・運
搬
の
専
用
車
両
は
、全
車
両
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
、G
P
S
の
搭
載
を
進
め
て
お

り
、お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
車
両
情
報
と
ド
ラ
イ

未
来
に
資
源
を
つ
な
げ
る
た
め
に

　廃棄物は地球規模での増加と質の多様化が起こり、不適正な処理で環境
問題を起こすケースも少なくありません。御社は、時代の要請に的確に応え、
適正な処理と再資源化で、廃棄物の有効利用促進と環境負荷の低減に大きな
貢献をされています。
　今やリサイクルビジネスは、国民生活や産業活動にとって不可欠な社会イン
フラです。蓄積された技術は海外での活用も期待されます。業界のリーディング
カンパニーとして、さらなる発展を遂げられることを期待しています。
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熊本銀行　取締役頭取　竹下　英
インタビューを終えて

環
境
面
に
も
配
慮

左から佐藤所長、下窄部長、脇田部長、小原社長、竹下頭取、佐藤支店長（熊本銀行）、（一番右）山下工場長

再
生
資
源
と
し
て
活
用
し
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
方
向
に
動
い
て
い
き
ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
会
社
か
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
原・燃

料
と
し
て
利
用
し
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
持
ち
込

ま
れ
、熊
本
で
は
第
1
号
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
ま
し
た
。以
来
、我
が
社
は
単
な
る
廃
棄
物

処
理
業
で
は
な
く
、資
源
を
1
0
0
%
再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
企
業
」と
し
て
発
展

を
続
け
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、熊
本
市
内
の
本

社（
北
区
）、新
港（
西
区
）、戸
島（
東
区
）の
3
か

所
に
あ
り
ま
す
が
、今
年
5
月
に
は
八
代
市
に
新
施

設
が
完
成
予
定
で
、熊
本
県
内
に
計
4
拠
点
と
な

り
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、解
体
系
を

は
じ
め
、建
設
新
築
現
場
、工
場
、事
業
所
か
ら
の
産

業
廃
棄
物
、一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
の
一
般
廃

棄
物
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。我
が
社
で
は
、こ
れ
ら
混
合

廃
棄
物
の「
解
体・回
収・運
搬
」か
ら「
受
け
入
れ・

ラ
ン
ド
製
）で
、混
合
廃
棄
物
処
理
で
は
国
内
初
で

す
。導
入
前
は
、手
作
業
選
別
だ
っ
た
こ
と
か
ら
熟

練
技
術
者
の
確
保
が
大
変
で
し
た
が
、新
シ
ス
テ
ム

は
高
精
度
の
選
別
を
24
時
間
稼
働
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。資
源
回
収
に
威
力
を
発
揮
す
る

一
方
で
、若
者
や
女
性
が
業
界
に
魅
力
を
感
じ
る
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
は
、確
か
な
技
術
と
蓄
積
し

た
知
識
と
経
験
に
よ
り
、質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。製
品
は
各
種
製
造
物
の

代
替
原
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
各
種
熱
源（
サ
ー
マ
ル
）

と
し
て
、製
紙
や
セ
メ
ン
ト
、建
築
資
材
製
造
、発

電
、畜
産
な
ど
多
く
の
産
業
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、廃
棄
物
の
再
資
源
化

に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、リ
サ
イ
ク
ル
の
草
分
け
的

存
在
で
す
。2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
廃
石
膏

ボ
ー
ド
の
中
間
処
理
施
設
を
本
社
に
設
け
、紙
く
ず

と
分
別
し
て
粉
状
に
し
た
廃
石
膏
を
セ
メ
ン
ト
原
料

　
戦
後
日
本
で
は
、都
市
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
が
急

増
し
、環
境
破
壊
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。我

が
社
は
、こ
う
し
た
中
で
環
境
保
全
対
策
と
し
て
の

廃
棄
物
処
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
た
1
9
8
3

年（
昭
和
58
年
）に
創
業
。創
業
時
は
廃
棄
物
処
理

法（
1
9
7
0
年
制
定
）の
も
と
、産
業
廃
棄
物
は
原

則
と
し
て
排
出
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、廃
棄
物
＝
不
要
な
も
の
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
、処

理
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る
と
い
う
考
え
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、当
初
1
、2
年
は
解

体
工
事
、廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
だ
け
で
は
経
営
が

成
り
立
た
ず
、土
木
工
事
や
建
築
基
礎
工
事
な
ど
何

で
も
や
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、法
規
制
が
厳
し
く
な
り
産
業
廃
棄
物

の
適
正
処
理
の
必
要
性
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、最

終
処
分
場（
安
定
型
埋
立
）や
中
間
処
理
場（
焼
却

施
設
）の
許
可
を
い
ち
早
く
取
得
し
、大
手
建
設
会

社
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
廃
棄
物
を
引
き

受
け
ま
し
た
。そ
し
て
時
代
と
国
策
は
、廃
棄
物
を

選
別
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
原
料・製
品
加
工
」、「
販
売・

納
品
」ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
請
け
負
う「
ト
ー

タ
ル
処
理
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、木
く
ず
、紙
く
ず
、金
属
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
種
別
ご
と
に
適
正
、確
実
に
分
け
、

先
進
的
な
研
究
開
発
と
高
い
能
力
を
持
っ
た
技
術
者

に
よ
っ
て
、利
用
価
値
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
加

工
し
ま
す
。選
別
、破
砕
、圧
縮
、検
品・検
収
な
ど
の

主
要
工
程
に
つ
い
て
は
、最
新
鋭
の
設
備
で
行
い
ま

す
。中
で
も
選
別
は
、高
純
度
の
製
品
を
作
る
た
め
に

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昨
年
、新
港
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に「
混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。A
I（
人
工
知
能
）に
よ
る
選
別

ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム（
フ
ィ
ン
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認
め
ら
れ
た
結
果
と
喜
ん
で
い
ま
す
。

　
一
方
で
廃
棄
物
業
界
は
、人
手
不
足
や
大
量
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
態
勢
と
迅
速
処
理
な
ど
、慢
性
化
す

る
課
題
も
抱
え
て
い
ま
す
。処
理
業
に
止
ま
ら
な
い

リ
サ
イ
ク
ル
製
品
製
造
業
と
し
て
の
業
界
の
将
来
像

は
、ま
だ
は
っ
き
り
と
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。

　
業
界
の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
と
し
て
、強
固
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
、発
生
量
や
運
搬
情
報
の
タ
イ
ム
リ
ー

な
交
換
、電
子
契
約・電
子
処
理
報
告
に
よ
る〝
見
え

る
化
〞な
ど
を
推
進
し
、加
え
て
、廃
棄
物
の
発
生・排

出
を
抑
え
、使
え
る
も
の
は
繰
り
返
し
使
い
、資
源
と

し
て
再
利
用
す
る
3
R（R

educe

＝
リ
デ
ュ
ー
ス
、

R
euse

＝
リ
ユ
ー
ス
、Recycle

＝
リ
サ
イ
ク
ル
）に

よ
っ
て
、確
か
な
循
環
型
社
会
を
築
き
、美
し
い
地
球

を
悔
い
の
な
い
形
で
次
世
代
に
引
き
継
ぎ
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
ア
ジ
ア
各
国
で
は
、経
済
成
長
と
人
口
増
に
伴
っ
て

廃
棄
物
が
増
え
、か
つ
て
日
本
が
直
面
し
た
の
と
同

様
の
問
題
が
深
刻
化
す
る
と
思
わ
れ
ま
す
。機
会
を

逃
す
こ
と
な
く
、私
た
ち
が
確
立
し
た
堅
実
な
廃
棄

物
処
理
、リ
サ
イ
ク
ル
の
技
術
を
海
外
で
展
開
し
、

国
際
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
も
活
躍
で
き
る
企
業
を
目
指
し

ま
す
。

バ
ー
に
最
短
ル
ー
ト
を
知
ら
せ
、省
資
源・効
率
運
行

を
図
っ
て
い
ま
す
。営
業
車
は
全
車
両
、ダ
ン
プ
カ
ー

の
一
部
に
も
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
を
使
い
、専
用
車
両
と

あ
わ
せ
て
地
球
温
暖
化
ガ
ス
の
排
出
抑
制
に
貢
献
し

て
い
ま
す
。建
材
に
含
ま
れ
る
ア
ス
ベ
ス
ト
に
つ
い
て

は
、ア
ス
ベ
ス
ト
診
断
士
の
資
格
を
持
つ
従
業
員
が

チ
ェッ
ク
を
し
て
、現
場
で
働
く
従
業
員
の
健
康
被
害

を
防
止
し
て
い
ま
す
。

（
※
2
）産
業
廃
棄
物
の
名
称
、運
搬
業
者
名
、処
分
業
者
名
、取
扱

い
上
の
注
意
事
項
な
ど
を
記
載
し
た
産
業
廃
棄
物
管
理
票

　
今
年
5
月
に
は
創
業
36
周
年
を
迎
え
ま
す
。我
が

社
は
、法
令
や
社
会
規
範
の
順
守
は
も
ち
ろ
ん
、自

然
と
人
間
の
調
和
を
保
ち
、次
世
代
に
豊
か
な
未
来

を
残
す
こ
と
を
経
営
理
念
と
し
、社
会
の
要
請
に
的

確
に
応
え
て
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
熊
本
地
震
の
震
災
復
興
で
は
、私
が
理
事
長
を
務

め
る
熊
本
県
解
体
工
事
業
協
会（
20
社
）が
、県
や
市

か
ら
被
災
家
屋
の
解
体
・
搬
送
の
委
託
を
受
け
て
、

熊
本
港
か
ら
船
舶
で
新
潟
や
岩
手
な
ど
に
搬
出
し
ま

し
た
。私
た
ち
の
日
頃
の
真
摯
な
取
り
組
み
が
、広
く

と
し
て
供
給
。廃
棄
物
に
付
加
価
値
を
見
つ
け
て
利

用
し
尽
く
す
、ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン（
※
1
）を
達
成
し
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、建
物
な
ど
の
解
体
現
場
か
ら
出
た
材
木
な

ど
の
木
く
ず
を
均
一
に
粉
砕
し
た
木
製
チ
ッ
プ
は
、

次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
注
目
さ
れ
る
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
燃
料
や
、パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド（
建
材
）、堆

肥
な
ど
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

（
※
1
）リ
サ
イ
ク
ル
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
り
、最
終
的
に
廃
棄

物
を
ゼ
ロ
に
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
。国
連
大
学
が
提
唱

　
環
境
面
で
は
、2
0
0
1
年（
平
成
13
年
）に
国
際

規
格
I
S
O
1
4
0
0
1
を
取
得
し
、「
環
境
保
全

に
貢
献
し
て
い
る
企
業
」と
し
て
認
め
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、排
出
事
業
者
が
廃
棄
物
の
処
理
状
況
を
把
握

す
る
た
め
に
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
伝

票（
※
2
）は
、い
つ
ど
こ
で
も
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
確
認
で

き
る
電
子
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
収
集・運
搬
の
専
用
車
両
は
、全
車
両
に
ド

ラ
イ
ブ
レ
コ
ー
ダ
ー
、G
P
S
の
搭
載
を
進
め
て
お

り
、お
客
様
に
タ
イ
ム
リ
ー
な
車
両
情
報
と
ド
ラ
イ

未
来
に
資
源
を
つ
な
げ
る
た
め
に

　廃棄物は地球規模での増加と質の多様化が起こり、不適正な処理で環境
問題を起こすケースも少なくありません。御社は、時代の要請に的確に応え、
適正な処理と再資源化で、廃棄物の有効利用促進と環境負荷の低減に大きな
貢献をされています。
　今やリサイクルビジネスは、国民生活や産業活動にとって不可欠な社会イン
フラです。蓄積された技術は海外での活用も期待されます。業界のリーディング
カンパニーとして、さらなる発展を遂げられることを期待しています。

大東商事 株式会社Top  I nt e r v ie w

熊本銀行　取締役頭取　竹下　英
インタビューを終えて

環
境
面
に
も
配
慮

左から佐藤所長、下窄部長、脇田部長、小原社長、竹下頭取、佐藤支店長（熊本銀行）、（一番右）山下工場長

再
生
資
源
と
し
て
活
用
し
循
環
型
社
会
を
形
成
す

る
方
向
に
動
い
て
い
き
ま
す
。

　
セ
メ
ン
ト
会
社
か
ら
、リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
原・燃

料
と
し
て
利
用
し
た
い
と
い
う
ビ
ジ
ネ
ス
が
持
ち
込

ま
れ
、熊
本
で
は
第
1
号
と
し
て
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
始
め
ま
し
た
。以
来
、我
が
社
は
単
な
る
廃
棄
物

処
理
業
で
は
な
く
、資
源
を
1
0
0
%
再
利
用
す
る

「
リ
サ
イ
ク
ル
エ
ネ
ル
ギ
ー
創
造
企
業
」と
し
て
発
展

を
続
け
ま
す
。

　
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
は
、現
在
、熊
本
市
内
の
本

社（
北
区
）、新
港（
西
区
）、戸
島（
東
区
）の
3
か

所
に
あ
り
ま
す
が
、今
年
5
月
に
は
八
代
市
に
新
施

設
が
完
成
予
定
で
、熊
本
県
内
に
計
4
拠
点
と
な

り
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、解
体
系
を

は
じ
め
、建
設
新
築
現
場
、工
場
、事
業
所
か
ら
の
産

業
廃
棄
物
、一
般
家
庭
や
公
共
施
設
か
ら
の
一
般
廃

棄
物
と
さ
ま
ざ
ま
で
す
。我
が
社
で
は
、こ
れ
ら
混
合

廃
棄
物
の「
解
体・回
収・運
搬
」か
ら「
受
け
入
れ・

ラ
ン
ド
製
）で
、混
合
廃
棄
物
処
理
で
は
国
内
初
で

す
。導
入
前
は
、手
作
業
選
別
だ
っ
た
こ
と
か
ら
熟

練
技
術
者
の
確
保
が
大
変
で
し
た
が
、新
シ
ス
テ
ム

は
高
精
度
の
選
別
を
24
時
間
稼
働
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。資
源
回
収
に
威
力
を
発
揮
す
る

一
方
で
、若
者
や
女
性
が
業
界
に
魅
力
を
感
じ
る
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
受
け
入
れ
た
廃
棄
物
は
、確
か
な
技
術
と
蓄
積
し

た
知
識
と
経
験
に
よ
り
、質
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製

品
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。製
品
は
各
種
製
造
物
の

代
替
原
料（
マ
テ
リ
ア
ル
）や
各
種
熱
源（
サ
ー
マ
ル
）

と
し
て
、製
紙
や
セ
メ
ン
ト
、建
築
資
材
製
造
、発

電
、畜
産
な
ど
多
く
の
産
業
分
野
で
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
中
で
も
セ
メ
ン
ト
産
業
は
、廃
棄
物
の
再
資
源
化

に
早
く
か
ら
取
り
組
み
、リ
サ
イ
ク
ル
の
草
分
け
的

存
在
で
す
。2
0
0
0
年（
平
成
12
年
）に
は
廃
石
膏

ボ
ー
ド
の
中
間
処
理
施
設
を
本
社
に
設
け
、紙
く
ず

と
分
別
し
て
粉
状
に
し
た
廃
石
膏
を
セ
メ
ン
ト
原
料

　
戦
後
日
本
で
は
、都
市
ご
み
や
産
業
廃
棄
物
が
急

増
し
、環
境
破
壊
が
社
会
問
題
と
な
り
ま
し
た
。我

が
社
は
、こ
う
し
た
中
で
環
境
保
全
対
策
と
し
て
の

廃
棄
物
処
理
が
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
た
1
9
8
3

年（
昭
和
58
年
）に
創
業
。創
業
時
は
廃
棄
物
処
理

法（
1
9
7
0
年
制
定
）の
も
と
、産
業
廃
棄
物
は
原

則
と
し
て
排
出
事
業
者
が
自
ら
の
責
任
で
処
理
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
。し
か

し
、廃
棄
物
＝
不
要
な
も
の
に
コ
ス
ト
を
か
け
て
、処

理
を
専
門
業
者
に
委
託
す
る
と
い
う
考
え
は
ま
だ
浸

透
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、当
初
1
、2
年
は
解

体
工
事
、廃
棄
物
収
集
運
搬
処
理
だ
け
で
は
経
営
が

成
り
立
た
ず
、土
木
工
事
や
建
築
基
礎
工
事
な
ど
何

で
も
や
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、法
規
制
が
厳
し
く
な
り
産
業
廃
棄
物

の
適
正
処
理
の
必
要
性
も
高
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、最

終
処
分
場（
安
定
型
埋
立
）や
中
間
処
理
場（
焼
却

施
設
）の
許
可
を
い
ち
早
く
取
得
し
、大
手
建
設
会

社
や
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
な
ど
か
ら
の
廃
棄
物
を
引
き

受
け
ま
し
た
。そ
し
て
時
代
と
国
策
は
、廃
棄
物
を

選
別
」、「
リ
サ
イ
ク
ル
原
料・製
品
加
工
」、「
販
売・

納
品
」ま
で
を
自
社
で
一
貫
し
て
請
け
負
う「
ト
ー

タ
ル
処
理
シ
ス
テ
ム
」を
構
築
し
て
い
ま
す
。

　
各
セ
ン
タ
ー
で
は
、木
く
ず
、紙
く
ず
、金
属
、プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
な
ど
を
種
別
ご
と
に
適
正
、確
実
に
分
け
、

先
進
的
な
研
究
開
発
と
高
い
能
力
を
持
っ
た
技
術
者

に
よ
っ
て
、利
用
価
値
の
高
い
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
に
加

工
し
ま
す
。選
別
、破
砕
、圧
縮
、検
品・検
収
な
ど
の

主
要
工
程
に
つ
い
て
は
、最
新
鋭
の
設
備
で
行
い
ま

す
。中
で
も
選
別
は
、高
純
度
の
製
品
を
作
る
た
め
に

最
も
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、昨
年
、新
港
リ
サ
イ
ク

ル
セ
ン
タ
ー
に「
混
合
廃
棄
物
自
動
選
別
シ
ス
テ
ム
」

を
導
入
し
ま
し
た
。A
I（
人
工
知
能
）に
よ
る
選
別

ロ
ボ
ッ
ト
を
搭
載
し
た
世
界
初
の
シ
ス
テ
ム（
フ
ィ
ン
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■会社概要
創業：1978年／設立：1989年／所在地：長崎県西海市／資本金：
300万円／従業員：37名／事業内容：マーク加工業／事業拠点：
（本店･工場）長崎県西海市、（支店･ショップ）長崎県佐世保市

本店（左から山﨑社長、吉澤頭取）本店（左から山﨑社長、吉澤頭取）

「
つ
く
り
た
い
人
、つ
く
り
た
い
思
い
」を

真
面
目
な
仕
事
で

ど
こ
ま
で
も
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

有
限
会
社 

山
﨑
マ
ー
ク

取
引
店
／
親
和
銀
行 

大
串
支
店

山
﨑 

秀
平 

氏

代
表
取
締
役
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ご予算やシーンに
合わせてご提案・
製作いたします!

J
F
L
時
代
か
ら
応
援
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
、初
の
J
1
昇
格
を
決
め
ま

し
た
。こ
の
J
１
昇
格
に
よ
っ
て
長
崎
県
内
の
サ
ッ

カ
ー
熱
が
上
昇
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ち
な

み
に
、昇
格
が
決
ま
り
、試
合
会
場
で
選
手
に
胴
上

げ
さ
れ
た
V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
髙
田
明
社
長（
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
前
社
長
）が
着
て
い
た

ス
ー
ツ
の
裏
地
の「
祝
J
1
昇
格
」の
文
字
と
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
く
ん
」の
刺
繍
は
、

我
が
社
が
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、マ
ー
ク
加
工
は
ま
だ
十

分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、言
い
換
え
れ
ば
、こ
れ
か

ら
の
発
展
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
帽
子
を
作
り
た
い
！
」

と
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
時
、き
っ
と
ワ

ク
ワ
ク
す
る
は
ず
で
す
。家
族
や
仲
間
と
お
揃
い
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ャ
ツ
を
作
れ
ば
、自
然
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。そ
ん
な
お
客
様
の
思

い
を
確
か
な
技
術
で
お
応
え
し
ま
す
。「
も
っ
と
気
軽

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
欲
し
い
」、そ
れ
が
我

が
社
の
願
い
で
す
。

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、個
人
需
要
を
含
め
て
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
発
見
、創
出
し
、よ
り
多
く
の
方
に「
マ
ー

ク
で
笑
顔
に
」な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

我
が
社
で
は
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
加
工
技
術
に
よ
る

幅
広
い
品
揃
え
や
、我
が
社
独
自
の
主
張
や
感
性
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、2
0
1
6
年（
平
成

28
年
）12
月
、佐
世
保
市
の
J
R
佐
世
保
駅
近
く
に

コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョッ
プ「
m
a
n
t
o（
マ
ン
ト
）」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。職
場
で
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
や
刺
繍
の
技

術
を
、普
段
の
ア
イ
テ
ム
に
使
っ
た
り
、も
っ
と
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、〝
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
〞か
ら〝
作
り
た
く
な
る
も
の
〞に
な
る
よ
う
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
ま
す
。通
常
の

オ
ー
ダ
ー
も
可
能
で
、と
く
に
手
作
り
が
好
き
な
方

に
は
、第
２
の
ア
ト
リ
エ
感
覚
で
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
日
本
と
り
わ
け
長
崎
県
で
は
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
の
活
発
化
が
期
待
で
き
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

が
望
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
11
月
、我
が
社
が

同
時
に
硬
化
、定
着
さ
せ
る
U
V
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
や
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
、

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
、カ
ッ
プ
、ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
、ほ
ぼ

ど
ん
な
素
材
に
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
、ネ
ー
ム
入
れ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、F
a
c
e-

b
oo
k
や
L
I
N
E
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）で
お
客
様
と〝
つ

な
が
る
〞取
り
組
み
も
は
じ
め
ま
し
た
。中
で
も

L
I
N
E
で
は
、私
た
ち
と
お
客
様
が
グ
ル
ー
プ
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
情
報
が
共
有
で

き
る
こ
と
か
ら
、納
期
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、マ
ー
ク
加
工
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
、必
ず
し
も
安
泰
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
ら
企
画
、製
造
す
る
な
ど
挑
戦
を
続
け
、

販
路
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、市
場
は
収
縮
し

て
し
ま
い
ま
す
。I
T
や
A
I（
人
工
知
能
）と
結
び

1.シルクスクリーン印刷の作業風景／2.同じ刺繍
を複数の機械で同時に行う（刺繍の見学風景）／
3.転写の様子／4.オリジナルプリントした日本酒の
枡を手に記念撮影／5.デザインの様子。オリジナ
ルデザイン、既成デザインの両方に対応／6.7.コン
セプトショップ「manto」（長崎県佐世保市）。オリジ
ナルグッズの販売やサンプル展示の他、オーダーも
可能／8.若手社員たち

自
立
し
て
や
っ
て
み
な
い
か
」と
店
主
に
持
ち
か
け
ら

れ
、1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）、善
仁
が
30
歳
の
時

に
起
業
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、当
時
の
マ
ー
ク
加
工
は
、ス
ポ
ー
ツ
店
で

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入
の「
お
ま
け
」程
度
の
扱
い
で
、

ほ
と
ん
ど
収
入
に
な
ら
な
い
た
め
、「
農
業
収
入
の
足

し
に
な
れ
ば
」と
思
う
程
度
で
、専
業
に
す
る
気
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
、次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、様
々
な
マ
ー
ク
の
オ
ー
ダ
ー
が
増

え
、仕
事
量
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、自
宅
納
屋
の
２

階
を
仕
切
っ
て
ミ
シ
ン
を
置
い
た
だ
け
の
作
業
場
は
、

拡
張
を
続
け
、や
が
て
納
屋
全
体
が
仕
事
場
に
な
り

ま
し
た
。善
仁
ひ
と
り
だ
け
だ
っ
た
社
員
は
、地
元
農

協
に
勤
め
て
い
た
母
が
仕
事
を
辞
め
て
手
伝
う
よ
う

に
な
る
な
ど
、総
勢
10
人
近
く
に
な
り
、1
9
8
9

年（
平
成
元
年
）２
月
に
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
マ
ー
ク
加
工
」と
は
、例
え
ば
野
球
チ
ー
ム
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ー
ム
名
、背
番
号
な
ど
を
加
工
す
る

伸
び
、さ
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

1
9
9
7
年（
平
成
９
年
）に
は
マ
ー
ク
加
工
業
界
の

全
国
組
織
で
あ
る「
F
I
Z
Z
グ
ル
ー
プ
」に
発
足

当
初
か
ら
参
加
し
、善
仁
は
理
事
長
を
２
期
務
め
ま

し
た
が
、こ
れ
を
足
が
か
り
に
ス
ポ
ー
ツ
量
販
店
と
の

取
引
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、私
は
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。高
校

と
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
き
た
私
は
、す
ぐ
に

山
﨑
マ
ー
ク
に
入
社
し
、行
動
力
と
I
T（
情
報
技

術
）の
知
識
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、新
商
品
の
開
発
や

新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、そ
し
て
新
た
な
設
備
の
投
資

な
ど
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
新
時
代
に
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
善
仁
に
伝
え
、社
長

を
引
き
継
い
だ
の
で
す
。

　
新
商
品
開
発
で
は
、中
小
企
業
の
技
術
革
新
や

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
支
援
す
る
国
の
制
度「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」を
活
用
し
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
イ
ン
ク
を
使
用
し
、印
刷
と

　
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
は
、長
崎
県
西
海
市
を
拠

点
に
、マ
ー
ク
加
工
の
専
門
会
社
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、学
校
、企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

グ
ッ
ズ
制
作
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。地
元
の
お

客
様
を
中
心
に
、大
阪
、東
京
で
の
受
注
も
増
え
る

中
、我
が
社
の
技
術
を
ご
家
庭
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

想
い
出
の
品
や
、持
ち
物
の
ご
提
案
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。「
つ
く
り
た
い
人
、つ
く
り
た
い
思
い
」を
、真
面

目
な
仕
事
で
ど
こ
ま
で
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）。代
々
農
家
を

営
ん
で
い
た
山
﨑
家
は
、西
海
町
内
で
ミ
カ
ン
や
水

稲
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。私
の

父・よ
し 

と 

善
仁（
現・会
長
）は
農
業
を
継
ぐ
傍
ら
、地
元
の

青
年
団
長
を
務
め
、約
3
0
0
人
も
の
青
年
団
員
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
用
具
購
入
な
ど
の
た
め
、頻
繁

に
ス
ポ
ー
ツ
店
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
す
る

う
ち
に
店
主
と
懇
意
に
な
り
、「
暇
な
時
に
手
伝
っ

て
」と
、手
先
が
器
用
な
の
を
見
込
ま
れ
て
マ
ー
ク
加

工
や
裁
断
な
ど
を
手
伝
っ
た
の
が
マ
ー
ク
加
工
と
の
出

会
い
で
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、「
仕
事
を
回
す
か
ら
、

業
務
で
す
。加
工
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
刺
繍
」（
ミ

シ
ン
で
マ
ー
ク
を
縫
い
付
け
る
方
法
）、「
転
写
」

（
マ
ー
ク
を
熱
で
溶
着
さ
せ
る
方
法
）、「
プ
リ
ン
ト
」

（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
と
も
呼
ば
れ
る
方
法
）と

い
う
３
つ
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
む
現
在
に
お
い
て
も
、熟
練
し
た
社

員
の
技
術
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
以
前
は「
お
ま
け
」程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
た
マ
ー

ク
加
工
も
、製
品
の
付
加
価
値
と
し
て
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
に
も
学
校
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
な
ど
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
店
経
由
で
体
操
服

や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
へ
の
ネ
ー
ム
入
れ
の
注
文
が
順
調
に

３
つ
の
加
工
方
法
と
熟
練
し
た
技
術
で

マ
ー
ク
加
工
を
行
う

農
家
か
ら
マ
ー
ク
加
工
業
者
へ
の
転
身
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新
商
品
や
新
サ
ー
ビ
ス
を
開
発
し
、

満
を
持
し
て
社
長
に
就
任



ご予算やシーンに
合わせてご提案・
製作いたします!

J
F
L
時
代
か
ら
応
援
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
、初
の
J
1
昇
格
を
決
め
ま

し
た
。こ
の
J
１
昇
格
に
よ
っ
て
長
崎
県
内
の
サ
ッ

カ
ー
熱
が
上
昇
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ち
な

み
に
、昇
格
が
決
ま
り
、試
合
会
場
で
選
手
に
胴
上

げ
さ
れ
た
V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
髙
田
明
社
長（
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
前
社
長
）が
着
て
い
た

ス
ー
ツ
の
裏
地
の「
祝
J
1
昇
格
」の
文
字
と
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
く
ん
」の
刺
繍
は
、

我
が
社
が
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、マ
ー
ク
加
工
は
ま
だ
十

分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、言
い
換
え
れ
ば
、こ
れ
か

ら
の
発
展
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
帽
子
を
作
り
た
い
！
」

と
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
時
、き
っ
と
ワ

ク
ワ
ク
す
る
は
ず
で
す
。家
族
や
仲
間
と
お
揃
い
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ャ
ツ
を
作
れ
ば
、自
然
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。そ
ん
な
お
客
様
の
思

い
を
確
か
な
技
術
で
お
応
え
し
ま
す
。「
も
っ
と
気
軽

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
欲
し
い
」、そ
れ
が
我

が
社
の
願
い
で
す
。

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、個
人
需
要
を
含
め
て
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
発
見
、創
出
し
、よ
り
多
く
の
方
に「
マ
ー

ク
で
笑
顔
に
」な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

我
が
社
で
は
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
加
工
技
術
に
よ
る

幅
広
い
品
揃
え
や
、我
が
社
独
自
の
主
張
や
感
性
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、2
0
1
6
年（
平
成

28
年
）12
月
、佐
世
保
市
の
J
R
佐
世
保
駅
近
く
に

コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョッ
プ「
m
a
n
t
o（
マ
ン
ト
）」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。職
場
で
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
や
刺
繍
の
技

術
を
、普
段
の
ア
イ
テ
ム
に
使
っ
た
り
、も
っ
と
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、〝
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
〞か
ら〝
作
り
た
く
な
る
も
の
〞に
な
る
よ
う
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
ま
す
。通
常
の

オ
ー
ダ
ー
も
可
能
で
、と
く
に
手
作
り
が
好
き
な
方

に
は
、第
２
の
ア
ト
リ
エ
感
覚
で
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
日
本
と
り
わ
け
長
崎
県
で
は
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
の
活
発
化
が
期
待
で
き
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

が
望
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
11
月
、我
が
社
が

同
時
に
硬
化
、定
着
さ
せ
る
U
V
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
や
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
、

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
、カ
ッ
プ
、ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
、ほ
ぼ

ど
ん
な
素
材
に
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
、ネ
ー
ム
入
れ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、F
a
c
e-

b
oo
k
や
L
I
N
E
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）で
お
客
様
と〝
つ

な
が
る
〞取
り
組
み
も
は
じ
め
ま
し
た
。中
で
も

L
I
N
E
で
は
、私
た
ち
と
お
客
様
が
グ
ル
ー
プ
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
情
報
が
共
有
で

き
る
こ
と
か
ら
、納
期
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、マ
ー
ク
加
工
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
、必
ず
し
も
安
泰
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
ら
企
画
、製
造
す
る
な
ど
挑
戦
を
続
け
、

販
路
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、市
場
は
収
縮
し

て
し
ま
い
ま
す
。I
T
や
A
I（
人
工
知
能
）と
結
び

1.シルクスクリーン印刷の作業風景／2.同じ刺繍
を複数の機械で同時に行う（刺繍の見学風景）／
3.転写の様子／4.オリジナルプリントした日本酒の
枡を手に記念撮影／5.デザインの様子。オリジナ
ルデザイン、既成デザインの両方に対応／6.7.コン
セプトショップ「manto」（長崎県佐世保市）。オリジ
ナルグッズの販売やサンプル展示の他、オーダーも
可能／8.若手社員たち

自
立
し
て
や
っ
て
み
な
い
か
」と
店
主
に
持
ち
か
け
ら

れ
、1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）、善
仁
が
30
歳
の
時

に
起
業
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、当
時
の
マ
ー
ク
加
工
は
、ス
ポ
ー
ツ
店
で

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入
の「
お
ま
け
」程
度
の
扱
い
で
、

ほ
と
ん
ど
収
入
に
な
ら
な
い
た
め
、「
農
業
収
入
の
足

し
に
な
れ
ば
」と
思
う
程
度
で
、専
業
に
す
る
気
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
、次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、様
々
な
マ
ー
ク
の
オ
ー
ダ
ー
が
増

え
、仕
事
量
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、自
宅
納
屋
の
２

階
を
仕
切
っ
て
ミ
シ
ン
を
置
い
た
だ
け
の
作
業
場
は
、

拡
張
を
続
け
、や
が
て
納
屋
全
体
が
仕
事
場
に
な
り

ま
し
た
。善
仁
ひ
と
り
だ
け
だ
っ
た
社
員
は
、地
元
農

協
に
勤
め
て
い
た
母
が
仕
事
を
辞
め
て
手
伝
う
よ
う

に
な
る
な
ど
、総
勢
10
人
近
く
に
な
り
、1
9
8
9

年（
平
成
元
年
）２
月
に
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
マ
ー
ク
加
工
」と
は
、例
え
ば
野
球
チ
ー
ム
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ー
ム
名
、背
番
号
な
ど
を
加
工
す
る

伸
び
、さ
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

1
9
9
7
年（
平
成
９
年
）に
は
マ
ー
ク
加
工
業
界
の

全
国
組
織
で
あ
る「
F
I
Z
Z
グ
ル
ー
プ
」に
発
足

当
初
か
ら
参
加
し
、善
仁
は
理
事
長
を
２
期
務
め
ま

し
た
が
、こ
れ
を
足
が
か
り
に
ス
ポ
ー
ツ
量
販
店
と
の

取
引
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、私
は
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。高
校

と
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
き
た
私
は
、す
ぐ
に

山
﨑
マ
ー
ク
に
入
社
し
、行
動
力
と
I
T（
情
報
技

術
）の
知
識
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、新
商
品
の
開
発
や

新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、そ
し
て
新
た
な
設
備
の
投
資

な
ど
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
新
時
代
に
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
善
仁
に
伝
え
、社
長

を
引
き
継
い
だ
の
で
す
。

　
新
商
品
開
発
で
は
、中
小
企
業
の
技
術
革
新
や

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
支
援
す
る
国
の
制
度「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」を
活
用
し
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
イ
ン
ク
を
使
用
し
、印
刷
と

　
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
は
、長
崎
県
西
海
市
を
拠

点
に
、マ
ー
ク
加
工
の
専
門
会
社
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、学
校
、企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

グ
ッ
ズ
制
作
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。地
元
の
お

客
様
を
中
心
に
、大
阪
、東
京
で
の
受
注
も
増
え
る

中
、我
が
社
の
技
術
を
ご
家
庭
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

想
い
出
の
品
や
、持
ち
物
の
ご
提
案
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。「
つ
く
り
た
い
人
、つ
く
り
た
い
思
い
」を
、真
面

目
な
仕
事
で
ど
こ
ま
で
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）。代
々
農
家
を

営
ん
で
い
た
山
﨑
家
は
、西
海
町
内
で
ミ
カ
ン
や
水

稲
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。私
の

父・よ
し 

と 

善
仁（
現・会
長
）は
農
業
を
継
ぐ
傍
ら
、地
元
の

青
年
団
長
を
務
め
、約
3
0
0
人
も
の
青
年
団
員
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
用
具
購
入
な
ど
の
た
め
、頻
繁

に
ス
ポ
ー
ツ
店
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
す
る

う
ち
に
店
主
と
懇
意
に
な
り
、「
暇
な
時
に
手
伝
っ

て
」と
、手
先
が
器
用
な
の
を
見
込
ま
れ
て
マ
ー
ク
加

工
や
裁
断
な
ど
を
手
伝
っ
た
の
が
マ
ー
ク
加
工
と
の
出

会
い
で
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、「
仕
事
を
回
す
か
ら
、

業
務
で
す
。加
工
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
刺
繍
」（
ミ

シ
ン
で
マ
ー
ク
を
縫
い
付
け
る
方
法
）、「
転
写
」

（
マ
ー
ク
を
熱
で
溶
着
さ
せ
る
方
法
）、「
プ
リ
ン
ト
」

（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
と
も
呼
ば
れ
る
方
法
）と

い
う
３
つ
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
む
現
在
に
お
い
て
も
、熟
練
し
た
社

員
の
技
術
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
以
前
は「
お
ま
け
」程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
た
マ
ー

ク
加
工
も
、製
品
の
付
加
価
値
と
し
て
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
に
も
学
校
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
な
ど
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
店
経
由
で
体
操
服

や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
へ
の
ネ
ー
ム
入
れ
の
注
文
が
順
調
に

３
つ
の
加
工
方
法
と
熟
練
し
た
技
術
で

マ
ー
ク
加
工
を
行
う

農
家
か
ら
マ
ー
ク
加
工
業
者
へ
の
転
身
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に
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J
F
L
時
代
か
ら
応
援
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
、初
の
J
1
昇
格
を
決
め
ま

し
た
。こ
の
J
１
昇
格
に
よ
っ
て
長
崎
県
内
の
サ
ッ

カ
ー
熱
が
上
昇
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ち
な

み
に
、昇
格
が
決
ま
り
、試
合
会
場
で
選
手
に
胴
上

げ
さ
れ
た
V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
髙
田
明
社
長（
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
前
社
長
）が
着
て
い
た

ス
ー
ツ
の
裏
地
の「
祝
J
1
昇
格
」の
文
字
と
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
く
ん
」の
刺
繍
は
、

我
が
社
が
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、マ
ー
ク
加
工
は
ま
だ
十

分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、言
い
換
え
れ
ば
、こ
れ
か

ら
の
発
展
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
帽
子
を
作
り
た
い
！
」

と
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
時
、き
っ
と
ワ

ク
ワ
ク
す
る
は
ず
で
す
。家
族
や
仲
間
と
お
揃
い
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ャ
ツ
を
作
れ
ば
、自
然
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。そ
ん
な
お
客
様
の
思

い
を
確
か
な
技
術
で
お
応
え
し
ま
す
。「
も
っ
と
気
軽

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
欲
し
い
」、そ
れ
が
我

が
社
の
願
い
で
す
。

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、個
人
需
要
を
含
め
て
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
発
見
、創
出
し
、よ
り
多
く
の
方
に「
マ
ー

ク
で
笑
顔
に
」な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

我
が
社
で
は
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
加
工
技
術
に
よ
る

幅
広
い
品
揃
え
や
、我
が
社
独
自
の
主
張
や
感
性
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、2
0
1
6
年（
平
成

28
年
）12
月
、佐
世
保
市
の
J
R
佐
世
保
駅
近
く
に

コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョッ
プ「
m
a
n
t
o（
マ
ン
ト
）」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。職
場
で
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
や
刺
繍
の
技

術
を
、普
段
の
ア
イ
テ
ム
に
使
っ
た
り
、も
っ
と
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、〝
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
〞か
ら〝
作
り
た
く
な
る
も
の
〞に
な
る
よ
う
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
ま
す
。通
常
の

オ
ー
ダ
ー
も
可
能
で
、と
く
に
手
作
り
が
好
き
な
方

に
は
、第
２
の
ア
ト
リ
エ
感
覚
で
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
日
本
と
り
わ
け
長
崎
県
で
は
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
の
活
発
化
が
期
待
で
き
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

が
望
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
11
月
、我
が
社
が

同
時
に
硬
化
、定
着
さ
せ
る
U
V
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
や
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
、

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
、カ
ッ
プ
、ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
、ほ
ぼ

ど
ん
な
素
材
に
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
、ネ
ー
ム
入
れ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、F
a
c
e-

b
oo
k
や
L
I
N
E
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）で
お
客
様
と〝
つ

な
が
る
〞取
り
組
み
も
は
じ
め
ま
し
た
。中
で
も

L
I
N
E
で
は
、私
た
ち
と
お
客
様
が
グ
ル
ー
プ
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
情
報
が
共
有
で

き
る
こ
と
か
ら
、納
期
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、マ
ー
ク
加
工
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
、必
ず
し
も
安
泰
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
ら
企
画
、製
造
す
る
な
ど
挑
戦
を
続
け
、

販
路
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、市
場
は
収
縮
し

て
し
ま
い
ま
す
。I
T
や
A
I（
人
工
知
能
）と
結
び

　創業時、地元のスポーツ店からマーク加工を依頼されていた事業は、現在
では九州内外の大型スポーツ店から発注を受けるまでに拡大されました。
加えて、スポーツ関連商品だけでなく、家庭の中で普段使われているさまざま
な商品にもその裾野を広げられています。
　「新時代に新しい挑戦を」と事業を引き継がれた山﨑社長が、行動力と
最先端の知識を武器に、新たな事業展開を通じて、お客様のニーズをこれ
からも創出し続けていかれることを期待しています。

有限会社 山﨑マークTop  I nt e r v ie w

親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

マ
ー
ク
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

最前列左3番目から山﨑会長、山﨑社長、吉澤頭取、出口支店長（親和銀行）、山﨑チーフ

自
立
し
て
や
っ
て
み
な
い
か
」と
店
主
に
持
ち
か
け
ら

れ
、1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）、善
仁
が
30
歳
の
時

に
起
業
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、当
時
の
マ
ー
ク
加
工
は
、ス
ポ
ー
ツ
店
で

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入
の「
お
ま
け
」程
度
の
扱
い
で
、

ほ
と
ん
ど
収
入
に
な
ら
な
い
た
め
、「
農
業
収
入
の
足

し
に
な
れ
ば
」と
思
う
程
度
で
、専
業
に
す
る
気
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
、次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、様
々
な
マ
ー
ク
の
オ
ー
ダ
ー
が
増

え
、仕
事
量
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、自
宅
納
屋
の
２

階
を
仕
切
っ
て
ミ
シ
ン
を
置
い
た
だ
け
の
作
業
場
は
、

拡
張
を
続
け
、や
が
て
納
屋
全
体
が
仕
事
場
に
な
り

ま
し
た
。善
仁
ひ
と
り
だ
け
だ
っ
た
社
員
は
、地
元
農

協
に
勤
め
て
い
た
母
が
仕
事
を
辞
め
て
手
伝
う
よ
う

に
な
る
な
ど
、総
勢
10
人
近
く
に
な
り
、1
9
8
9

年（
平
成
元
年
）２
月
に
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
マ
ー
ク
加
工
」と
は
、例
え
ば
野
球
チ
ー
ム
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ー
ム
名
、背
番
号
な
ど
を
加
工
す
る

伸
び
、さ
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

1
9
9
7
年（
平
成
９
年
）に
は
マ
ー
ク
加
工
業
界
の

全
国
組
織
で
あ
る「
F
I
Z
Z
グ
ル
ー
プ
」に
発
足

当
初
か
ら
参
加
し
、善
仁
は
理
事
長
を
２
期
務
め
ま

し
た
が
、こ
れ
を
足
が
か
り
に
ス
ポ
ー
ツ
量
販
店
と
の

取
引
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、私
は
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。高
校

と
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
き
た
私
は
、す
ぐ
に

山
﨑
マ
ー
ク
に
入
社
し
、行
動
力
と
I
T（
情
報
技

術
）の
知
識
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、新
商
品
の
開
発
や

新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、そ
し
て
新
た
な
設
備
の
投
資

な
ど
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
新
時
代
に
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
善
仁
に
伝
え
、社
長

を
引
き
継
い
だ
の
で
す
。

　
新
商
品
開
発
で
は
、中
小
企
業
の
技
術
革
新
や

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
支
援
す
る
国
の
制
度「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」を
活
用
し
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
イ
ン
ク
を
使
用
し
、印
刷
と

　
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
は
、長
崎
県
西
海
市
を
拠

点
に
、マ
ー
ク
加
工
の
専
門
会
社
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、学
校
、企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

グ
ッ
ズ
制
作
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。地
元
の
お

客
様
を
中
心
に
、大
阪
、東
京
で
の
受
注
も
増
え
る

中
、我
が
社
の
技
術
を
ご
家
庭
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

想
い
出
の
品
や
、持
ち
物
の
ご
提
案
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。「
つ
く
り
た
い
人
、つ
く
り
た
い
思
い
」を
、真
面

目
な
仕
事
で
ど
こ
ま
で
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）。代
々
農
家
を

営
ん
で
い
た
山
﨑
家
は
、西
海
町
内
で
ミ
カ
ン
や
水

稲
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。私
の

父・よ
し 

と 

善
仁（
現・会
長
）は
農
業
を
継
ぐ
傍
ら
、地
元
の

青
年
団
長
を
務
め
、約
3
0
0
人
も
の
青
年
団
員
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
用
具
購
入
な
ど
の
た
め
、頻
繁

に
ス
ポ
ー
ツ
店
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
す
る

う
ち
に
店
主
と
懇
意
に
な
り
、「
暇
な
時
に
手
伝
っ

て
」と
、手
先
が
器
用
な
の
を
見
込
ま
れ
て
マ
ー
ク
加

工
や
裁
断
な
ど
を
手
伝
っ
た
の
が
マ
ー
ク
加
工
と
の
出

会
い
で
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、「
仕
事
を
回
す
か
ら
、

業
務
で
す
。加
工
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
刺
繍
」（
ミ

シ
ン
で
マ
ー
ク
を
縫
い
付
け
る
方
法
）、「
転
写
」

（
マ
ー
ク
を
熱
で
溶
着
さ
せ
る
方
法
）、「
プ
リ
ン
ト
」

（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
と
も
呼
ば
れ
る
方
法
）と

い
う
３
つ
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
む
現
在
に
お
い
て
も
、熟
練
し
た
社

員
の
技
術
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
以
前
は「
お
ま
け
」程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
た
マ
ー

ク
加
工
も
、製
品
の
付
加
価
値
と
し
て
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
に
も
学
校
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
な
ど
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
店
経
由
で
体
操
服

や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
へ
の
ネ
ー
ム
入
れ
の
注
文
が
順
調
に
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J
F
L
時
代
か
ら
応
援
し
て
い
る
サ
ッ
カ
ー
チ
ー
ム
、

V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
が
、初
の
J
1
昇
格
を
決
め
ま

し
た
。こ
の
J
１
昇
格
に
よ
っ
て
長
崎
県
内
の
サ
ッ

カ
ー
熱
が
上
昇
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。ち
な

み
に
、昇
格
が
決
ま
り
、試
合
会
場
で
選
手
に
胴
上

げ
さ
れ
た
V
・フ
ァ
ー
レ
ン
長
崎
の
髙
田
明
社
長（
株

式
会
社
ジ
ャ
パ
ネ
ッ
ト
た
か
た
前
社
長
）が
着
て
い
た

ス
ー
ツ
の
裏
地
の「
祝
J
1
昇
格
」の
文
字
と
マ
ス

コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー「
ヴ
ィ
ヴ
ィ
く
ん
」の
刺
繍
は
、

我
が
社
が
提
供
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
環
境
の
中
で
、マ
ー
ク
加
工
は
ま
だ
十

分
に
認
知
さ
れ
て
お
ら
ず
、言
い
換
え
れ
ば
、こ
れ
か

ら
の
発
展
の
可
能
性
が
大
い
に
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。「
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
や
帽
子
を
作
り
た
い
！
」

と
思
い
つ
い
た
ア
イ
デ
ア
が
形
に
な
る
時
、き
っ
と
ワ

ク
ワ
ク
す
る
は
ず
で
す
。家
族
や
仲
間
と
お
揃
い
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
や
シ
ャ
ツ
を
作
れ
ば
、自
然
と
チ
ー
ム

ワ
ー
ク
も
生
ま
れ
て
き
ま
す
。そ
ん
な
お
客
様
の
思

い
を
確
か
な
技
術
で
お
応
え
し
ま
す
。「
も
っ
と
気
軽

に
オ
リ
ジ
ナ
ル
シ
ャ
ツ
を
作
っ
て
欲
し
い
」、そ
れ
が
我

が
社
の
願
い
で
す
。

つ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、個
人
需
要
を
含
め
て
様
々
な

ニ
ー
ズ
を
発
見
、創
出
し
、よ
り
多
く
の
方
に「
マ
ー

ク
で
笑
顔
に
」な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。そ
こ
で

我
が
社
で
は
、こ
れ
ま
で
に
培
っ
た
加
工
技
術
に
よ
る

幅
広
い
品
揃
え
や
、我
が
社
独
自
の
主
張
や
感
性
を

広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、2
0
1
6
年（
平
成

28
年
）12
月
、佐
世
保
市
の
J
R
佐
世
保
駅
近
く
に

コ
ン
セ
プ
ト
シ
ョッ
プ「
m
a
n
t
o（
マ
ン
ト
）」を

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。職
場
で
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
で
使
わ
れ
て
い
る
マ
ー
ク
や
刺
繍
の
技

術
を
、普
段
の
ア
イ
テ
ム
に
使
っ
た
り
、も
っ
と
気
軽
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
い
た
り
、〝
作
ら
な
く
て
は
い
け
な

い
も
の
〞か
ら〝
作
り
た
く
な
る
も
の
〞に
な
る
よ
う
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
場
所
に
し
て
い
ま
す
。通
常
の

オ
ー
ダ
ー
も
可
能
で
、と
く
に
手
作
り
が
好
き
な
方

に
は
、第
２
の
ア
ト
リ
エ
感
覚
で
活
用
し
て
い
た
だ
け

る
と
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

　
日
本
と
り
わ
け
長
崎
県
で
は
、人
口
減
少
や
少
子

高
齢
化
が
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
す
。2
0
2
0
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
よ
っ
て
、ス
ポ
ー
ツ
関
連
事

業
の
活
発
化
が
期
待
で
き
、ス
ポ
ー
ツ
人
口
の
増
加

が
望
ま
れ
ま
す
。さ
ら
に
昨
年
11
月
、我
が
社
が

同
時
に
硬
化
、定
着
さ
せ
る
U
V
プ
リ
ン
タ
ー
を
導

入
し
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ケ
ー
ス
や
フ
ォ
ト
ア
ル
バ
ム
、

ラ
ン
チ
ボ
ッ
ク
ス
、カ
ッ
プ
、ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
な
ど
、ほ
ぼ

ど
ん
な
素
材
に
で
も
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
イ
ラ
ス
ト
や
写

真
、ネ
ー
ム
入
れ
な
ど
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
刷
新
し
、F
a
c
e-

b
oo
k
や
L
I
N
E
な
ど
の
ソ
ー
シ
ャ
ル・ネ
ッ
ト

ワ
ー
キ
ン
グ・サ
ー
ビ
ス（
S
N
S
）で
お
客
様
と〝
つ

な
が
る
〞取
り
組
み
も
は
じ
め
ま
し
た
。中
で
も

L
I
N
E
で
は
、私
た
ち
と
お
客
様
が
グ
ル
ー
プ
で

つ
な
が
る
こ
と
で
、デ
ザ
イ
ン
な
ど
の
情
報
が
共
有
で

き
る
こ
と
か
ら
、納
期
を
大
幅
に
短
縮
す
る
こ
と
に

繋
が
っ
て
い
ま
す
。

　
少
子
高
齢
化
の
影
響
を
受
け
、マ
ー
ク
加
工
業
界

を
取
り
巻
く
環
境
は
、必
ず
し
も
安
泰
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。自
ら
企
画
、製
造
す
る
な
ど
挑
戦
を
続
け
、

販
路
を
開
拓
し
て
い
か
な
け
れ
ば
、市
場
は
収
縮
し

て
し
ま
い
ま
す
。I
T
や
A
I（
人
工
知
能
）と
結
び

　創業時、地元のスポーツ店からマーク加工を依頼されていた事業は、現在
では九州内外の大型スポーツ店から発注を受けるまでに拡大されました。
加えて、スポーツ関連商品だけでなく、家庭の中で普段使われているさまざま
な商品にもその裾野を広げられています。
　「新時代に新しい挑戦を」と事業を引き継がれた山﨑社長が、行動力と
最先端の知識を武器に、新たな事業展開を通じて、お客様のニーズをこれ
からも創出し続けていかれることを期待しています。
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親和銀行　取締役頭取　 吉澤 俊介
インタビューを終えて

マ
ー
ク
の
魅
力
を

よ
り
多
く
の
人
に
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い

最前列左3番目から山﨑会長、山﨑社長、吉澤頭取、出口支店長（親和銀行）、山﨑チーフ

自
立
し
て
や
っ
て
み
な
い
か
」と
店
主
に
持
ち
か
け
ら

れ
、1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）、善
仁
が
30
歳
の
時

に
起
業
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、当
時
の
マ
ー
ク
加
工
は
、ス
ポ
ー
ツ
店
で

の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
購
入
の「
お
ま
け
」程
度
の
扱
い
で
、

ほ
と
ん
ど
収
入
に
な
ら
な
い
た
め
、「
農
業
収
入
の
足

し
に
な
れ
ば
」と
思
う
程
度
で
、専
業
に
す
る
気
は
な

か
っ
た
そ
う
で
す
。そ
れ
が
、次
第
に
ス
ポ
ー
ツ
人
口

の
増
加
と
と
も
に
、様
々
な
マ
ー
ク
の
オ
ー
ダ
ー
が
増

え
、仕
事
量
は
徐
々
に
増
え
て
い
き
、自
宅
納
屋
の
２

階
を
仕
切
っ
て
ミ
シ
ン
を
置
い
た
だ
け
の
作
業
場
は
、

拡
張
を
続
け
、や
が
て
納
屋
全
体
が
仕
事
場
に
な
り

ま
し
た
。善
仁
ひ
と
り
だ
け
だ
っ
た
社
員
は
、地
元
農

協
に
勤
め
て
い
た
母
が
仕
事
を
辞
め
て
手
伝
う
よ
う

に
な
る
な
ど
、総
勢
10
人
近
く
に
な
り
、1
9
8
9

年（
平
成
元
年
）２
月
に
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
を

設
立
し
ま
し
た
。

　「
マ
ー
ク
加
工
」と
は
、例
え
ば
野
球
チ
ー
ム
の
ユ

ニ
フ
ォ
ー
ム
の
チ
ー
ム
名
、背
番
号
な
ど
を
加
工
す
る

伸
び
、さ
ら
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ
ツ
の
制
作
な
ど
、

ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
分
野
に
も
拡
大
し
ま
し
た
。

1
9
9
7
年（
平
成
９
年
）に
は
マ
ー
ク
加
工
業
界
の

全
国
組
織
で
あ
る「
F
I
Z
Z
グ
ル
ー
プ
」に
発
足

当
初
か
ら
参
加
し
、善
仁
は
理
事
長
を
２
期
務
め
ま

し
た
が
、こ
れ
を
足
が
か
り
に
ス
ポ
ー
ツ
量
販
店
と
の

取
引
も
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　
昨
年
３
月
、私
は
社
長
に
就
任
し
ま
し
た
。高
校

と
大
学
で
デ
ザ
イ
ン
を
学
ん
で
き
た
私
は
、す
ぐ
に

山
﨑
マ
ー
ク
に
入
社
し
、行
動
力
と
I
T（
情
報
技

術
）の
知
識
を
フ
ル
に
活
か
し
て
、新
商
品
の
開
発
や

新
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
、そ
し
て
新
た
な
設
備
の
投
資

な
ど
に
力
を
注
い
で
き
ま
し
た
。「
新
時
代
に
新
し
い

挑
戦
を
し
た
い
」と
い
う
思
い
を
善
仁
に
伝
え
、社
長

を
引
き
継
い
だ
の
で
す
。

　
新
商
品
開
発
で
は
、中
小
企
業
の
技
術
革
新
や

新
サ
ー
ビ
ス
開
発
を
支
援
す
る
国
の
制
度「
も
の
づ

く
り
補
助
金
」を
活
用
し
、紫
外
線
を
照
射
す
る
こ

と
で
硬
化
す
る
特
殊
な
イ
ン
ク
を
使
用
し
、印
刷
と

　
有
限
会
社
山
﨑
マ
ー
ク
は
、長
崎
県
西
海
市
を
拠

点
に
、マ
ー
ク
加
工
の
専
門
会
社
と
し
て
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
、学
校
、企
業
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
や

グ
ッ
ズ
制
作
に
携
わ
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。地
元
の
お

客
様
を
中
心
に
、大
阪
、東
京
で
の
受
注
も
増
え
る

中
、我
が
社
の
技
術
を
ご
家
庭
で
も
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
よ
う
に
な
り
、よ
り
パ
ー
ソ
ナ
ル
な

想
い
出
の
品
や
、持
ち
物
の
ご
提
案
を
は
じ
め
て
い
ま

す
。「
つ
く
り
た
い
人
、つ
く
り
た
い
思
い
」を
、真
面

目
な
仕
事
で
ど
こ
ま
で
も
サ
ポ
ー
ト
い
た
し
ま
す
。

　
創
業
は
1
9
7
8
年（
昭
和
53
年
）。代
々
農
家
を

営
ん
で
い
た
山
﨑
家
は
、西
海
町
内
で
ミ
カ
ン
や
水

稲
、ジ
ャ
ガ
イ
モ
な
ど
を
栽
培
し
て
い
ま
し
た
。私
の

父・よ
し 

と 

善
仁（
現・会
長
）は
農
業
を
継
ぐ
傍
ら
、地
元
の

青
年
団
長
を
務
め
、約
3
0
0
人
も
の
青
年
団
員
に

よ
る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
用
具
購
入
な
ど
の
た
め
、頻
繁

に
ス
ポ
ー
ツ
店
に
出
入
り
し
て
い
ま
し
た
。そ
う
す
る

う
ち
に
店
主
と
懇
意
に
な
り
、「
暇
な
時
に
手
伝
っ

て
」と
、手
先
が
器
用
な
の
を
見
込
ま
れ
て
マ
ー
ク
加

工
や
裁
断
な
ど
を
手
伝
っ
た
の
が
マ
ー
ク
加
工
と
の
出

会
い
で
し
た
。し
ば
ら
く
し
て
、「
仕
事
を
回
す
か
ら
、

業
務
で
す
。加
工
に
は
大
き
く
分
け
て
、「
刺
繍
」（
ミ

シ
ン
で
マ
ー
ク
を
縫
い
付
け
る
方
法
）、「
転
写
」

（
マ
ー
ク
を
熱
で
溶
着
さ
せ
る
方
法
）、「
プ
リ
ン
ト
」

（
シ
ル
ク
ス
ク
リ
ー
ン
印
刷
と
も
呼
ば
れ
る
方
法
）と

い
う
３
つ
の
技
術
が
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。デ
ジ
タ
ル

化
が
急
速
に
進
む
現
在
に
お
い
て
も
、熟
練
し
た
社

員
の
技
術
力
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
以
前
は「
お
ま
け
」程
度
と
考
え
ら
れ
て
い
た
マ
ー

ク
加
工
も
、製
品
の
付
加
価
値
と
し
て
重
要
視
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、我
が
社
に
も
学
校
や
各
種
ス
ポ
ー

ツ
チ
ー
ム
な
ど
か
ら
、ス
ポ
ー
ツ
店
経
由
で
体
操
服

や
ジ
ャ
ー
ジ
な
ど
へ
の
ネ
ー
ム
入
れ
の
注
文
が
順
調
に
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